
















































































































































































































１．血色素量１．血色素量１．血色素量１．血色素量

15.0g/dl 13.0g/dl血色素量の平均値は男性 、女性
血色素量の平均値および標準偏差

は、表２のとおりである。平均値はす
べての年齢階級で男性が高い。
性別、年齢階級別に分布状況をみる

と、男性では分布のピークが ～14.0
であるが、 歳以上の高齢者15.9g/dl 70

で 未満の低値者が多い。女性14.0g/dl
では分布のピークは ～ と12.0 13.9g/dl
なっており、 ～ 代に 未20 40 12.0g/dl
満の低値者が多い。

図２-1　血色素量の分布（男）図２-1　血色素量の分布（男）図２-1　血色素量の分布（男）図２-1　血色素量の分布（男）
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図２-2　血色素量の分布（女）図２-2　血色素量の分布（女）図２-2　血色素量の分布（女）図２-2　血色素量の分布（女）
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表２．血色素量の平均値、標準偏差表２．血色素量の平均値、標準偏差表２．血色素量の平均値、標準偏差表２．血色素量の平均値、標準偏差（性、年齢階級別）
（g/dｌ）

平均値 標準偏差 検査数 平均値 標準偏差 検査数
　15-19歳 15.4 1.2 19 13.0 0.8 21
　20-29 15.7 0.8 25 13.1 1.2 34
　30-39 15.3 1.0 28 12.7 1.1 62
　40-49 15.4 0.9 40 12.7 1.6 85
　50-59 15.2 1.0 39 13.5 1.0 69
　60-69 14.7 1.2 51 13.2 1.0 85
　70-79 14.1 1.0 20 13.0 1.1 36
　80歳以上 13.1 1.4 10 12.9 1.4 14
　総　数　 15.0 1.2 232 13.0 1.2 406

男 女
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15.8% 14.2%血色素量が要指導および要医療の人は男性 、女性

14g/dl 12.0g/dl 15.8% 14.2%血色素量が要指導および要医療の者 男性 未満 女性 未満 は 男性 女性（ 、 ） 、 、
となっている。性別、年齢階級別にみると、男性では、要指導、要医療の割合が女性に比べてやや高
くなっており、加齢とともに異常者が増加している。女性では、 ～ 代で要指導および要医療の20 40
割合が高い。

14 18 g/dl 12 16 g/dl＜正常範囲＞ 男性 ～ 、女性 ～

図３-1　血色素量が要指導、要医療の人の割合 図３-1　血色素量が要指導、要医療の人の割合 図３-1　血色素量が要指導、要医療の人の割合 図３-1　血色素量が要指導、要医療の人の割合 （男）
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図３-2　血色素量が要指導、要医療の人の割合 図３-2　血色素量が要指導、要医療の人の割合 図３-2　血色素量が要指導、要医療の人の割合 図３-2　血色素量が要指導、要医療の人の割合 （女）
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２．赤血球数２．赤血球数２．赤血球数２．赤血球数

3 3赤血球数の平均値は男性 万個 、女性 万個484 /mm 441 /mm

赤血球数の平均値および標準偏差
80は 表３のとおりである 平均値は、 。

歳以上を除くすべての年齢階級で男性
が高い。 性別、年齢階級別に分布状
況をみると、男性では年代が上昇する
ごとに平均値が低下するのに対して、
女性では ピークが一致しており年代
ごとの分布の差はなかった。

図４-2　赤血球数の分布（女）図４-2　赤血球数の分布（女）図４-2　赤血球数の分布（女）図４-2　赤血球数の分布（女）
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図４-1　赤血球数の分布（男）図４-1　赤血球数の分布（男）図４-1　赤血球数の分布（男）図４-1　赤血球数の分布（男）
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表３．赤血球数の平均値、標準偏差表３．赤血球数の平均値、標準偏差表３．赤血球数の平均値、標準偏差表３．赤血球数の平均値、標準偏差（性、年齢階級別）
（10４/mm３）

平均値 標準偏差 検査数 平均値 標準偏差 検査数
　15-19歳 514.4 40.2 19 445.8 21.6 21
　20-29 514.4 35.9 25 444.7 36.3 34
　30-39 500.5 38.6 28 442.9 31.8 62
　40-49 489.8 35.6 40 445.1 31.3 85
　50-59 484.2 42.3 39 447.0 32.8 69
　60-69 469.7 38.0 51 436.6 32.9 85
　70-79 448.1 29.9 20 432.7 30.5 36
　80歳以上 416.6 34.8 10 419.5 48.3 14
　総　数　 483.6 44.5 232 441.3 33.2 406

男 女
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3.4% 2.9%赤血球数の少ない人は男性 、女性

530 /mm 480 /mm 13.3% 10.9%赤血球数が多い人 男性 万個 以上 女性 万個 以上 は 男性 女性（ 、 ） 、 、3 3

となっている。また、少ない人（男性 万個 未満、女性 万個 未満）は、男性 、410 /mm 380 /mm 3.4%3 3

2.9% 60 20女性 となっている。 男性では赤血球の少ない人は 代以上にしかみられないが、女性では
代から一定割合出現している。

3 3＜正常範囲＞ 男性 ～ 万個 女性 ～ 万個410 530 /mm 380 480 /mm

図５-1　赤血球数が少ない人、多い人の割合　図５-1　赤血球数が少ない人、多い人の割合　図５-1　赤血球数が少ない人、多い人の割合　図５-1　赤血球数が少ない人、多い人の割合　（男）
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図５-2　赤血球数が少ない人、多い人の割合　図５-2　赤血球数が少ない人、多い人の割合　図５-2　赤血球数が少ない人、多い人の割合　図５-2　赤血球数が少ない人、多い人の割合　（女）
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３．血糖３．血糖３．血糖３．血糖

113.0mg/dl 110.0mg/dl血糖の平均値は男性 、女性

血糖値の平均値および標準偏差は、
表４のとおりである。平均値は 歳80
以上と 代、 代を除くすべての年30 50
齢階級で男性が高い。
性別、年齢階級別に分布状況をみる

と、下図 のように男女とも ～6-1 90
をピークとして似たような分110mg/dl

布パターンである。

図６-1　血糖の分布（男）図６-1　血糖の分布（男）図６-1　血糖の分布（男）図６-1　血糖の分布（男）
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図６-2　血糖の分布（女）図６-2　血糖の分布（女）図６-2　血糖の分布（女）図６-2　血糖の分布（女）
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表４．血糖の平均値、標準偏差表４．血糖の平均値、標準偏差表４．血糖の平均値、標準偏差表４．血糖の平均値、標準偏差（性、年齢階級別）
（mg/ｄｌ）

男 女
平均値 標準偏差 検査数 平均値 標準偏差 検査数

　15-19歳 94.6 12.7 19 89.7 7.6 21
　20-29 100.6 18.6 25 93.2 13.2 34
　30-39 98.2 10.1 28 99.2 18.2 62
　40-49 114.3 43.9 40 107.9 32.9 85
　50-59 116.9 39.0 39 119.4 61.7 69
　60-69 122.2 48.8 51 119.4 38.9 85
　70-79 134.9 95.5 20 117.5 37.5 35
　80歳以上 109.6 25.4 10 120.4 30.1 14
　総　数　 113.0 46.1 232 110.0 39.0 405
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33.0% 29.5%血糖の高値者は男性 、女性

血糖の高値者（男女とも 以上）は、男性 、女性 となっている。性別、年齢階110mg/dl 33.0% 29.5%
級別にみると、 代から男女ともに要指導、要医療が増えており、男性は 代、女性は 代がピ40 50 60
ークで、 代以降の要医療は男性 ～ 、女性は ～ となっている。40 15 20% 6 16%

＜正常範囲＞ 未満110 mg/dl

図７-2　血糖が要指導、要医療の人の割合　図７-2　血糖が要指導、要医療の人の割合　図７-2　血糖が要指導、要医療の人の割合　図７-2　血糖が要指導、要医療の人の割合　（女）
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図７-1　血糖が要指導、要医療の人の割合　図７-1　血糖が要指導、要医療の人の割合　図７-1　血糖が要指導、要医療の人の割合　図７-1　血糖が要指導、要医療の人の割合　（男）
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４．ヘモグロビンＡ１ｃ４．ヘモグロビンＡ１ｃ４．ヘモグロビンＡ１ｃ４．ヘモグロビンＡ１ｃ

A1c 5.3% 5.2%ヘモグロビン の平均値は男性 、女性

ヘモグロビンＡ１ｃの平均値および
標準偏差は、表５のとおりである。平
均値は 代を除くすべての年齢階級30
で男性がやや高い。
性別、年齢階級別に分布状況をみる

80 4.6と、男女とも 歳以上を除いて
を最頻値のピークとしている。
男性の異常なしは 、女性の異常80.3%
なしは であった。83.5%

図８-2　ヘモグロビンＡ１ｃの分布（女）図８-2　ヘモグロビンＡ１ｃの分布（女）図８-2　ヘモグロビンＡ１ｃの分布（女）図８-2　ヘモグロビンＡ１ｃの分布（女）
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図８-1　ヘモグロビンＡ１ｃの分布（男）図８-1　ヘモグロビンＡ１ｃの分布（男）図８-1　ヘモグロビンＡ１ｃの分布（男）図８-1　ヘモグロビンＡ１ｃの分布（男）
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表５．ﾍﾓｸﾞﾛﾋﾞﾝA1c の平均値、標準偏差表５．ﾍﾓｸﾞﾛﾋﾞﾝA1c の平均値、標準偏差表５．ﾍﾓｸﾞﾛﾋﾞﾝA1c の平均値、標準偏差表５．ﾍﾓｸﾞﾛﾋﾞﾝA1c の平均値、標準偏差（性、年齢階級別）
（％）

男 女
平均値 標準偏差 検査数 平均値 標準偏差 検査数

　15-19歳 4.8 0.3 19 4.8 0.3 21
　20-29 4.8 0.4 25 4.8 0.4 34
　30-39 4.8 0.3 28 4.9 0.4 62
　40-49 5.1 0.6 40 5.1 0.8 86
　50-59 5.5 1.3 39 5.5 1.6 70
　60-69 5.6 1.2 51 5.5 0.9 85
　70-79 5.7 1.6 20 5.4 0.8 36
　80歳以上 5.5 0.9 10 5.4 1.2 14
　総　数　 5.3 1.0 232 5.2 1.0 408
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A1c 10.7% 7.0%ヘモグロビン の高値者は男性 、女性

ヘモグロビン の高値者（ ％以上）は、男性 、女性 となっている。性別、年齢階A1c 6.1 10.7% 7.0%
級別にみると、男女とも加齢とともに異常者が増えているが男性の 代と 代、女性の 代には10 30 20
異常者がいない。

＜正常範囲＞ ％ 未満5.6

図９-1　ヘモグロビンＡ１ｃが要指導、要医療の人の割合　図９-1　ヘモグロビンＡ１ｃが要指導、要医療の人の割合　図９-1　ヘモグロビンＡ１ｃが要指導、要医療の人の割合　図９-1　ヘモグロビンＡ１ｃが要指導、要医療の人の割合　（男）
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図９-2　ヘモグロビンＡ１ｃが要指導、要医療の人の割合　図９-2　ヘモグロビンＡ１ｃが要指導、要医療の人の割合　図９-2　ヘモグロビンＡ１ｃが要指導、要医療の人の割合　図９-2　ヘモグロビンＡ１ｃが要指導、要医療の人の割合　（女）
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５．総コレステロール５．総コレステロール５．総コレステロール５．総コレステロール

199.8mg/dl 205.5mg/dl総コレステロールの平均値は男性 、女性

総コレステロールの平均値および
標準偏差は、表６のとおりである。
平均値は 歳以上ではすべての年齢50
階級で女性が高い。
性別、年齢階級別に分布状況をみる
と、男女とも加齢とともに分布のピ
ークが高値にシフトしており、男性

40 60 200mg/dlでは ～ 代で最頻値が
を超えており高コレステロールの人

200mg/dlが多い。女性では最頻値が
を超えるのは 代以降である。50

図10-1　総コレステロールの分布（男）図10-1　総コレステロールの分布（男）図10-1　総コレステロールの分布（男）図10-1　総コレステロールの分布（男）
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図10-2　総コレステロールの分布（女）図10-2　総コレステロールの分布（女）図10-2　総コレステロールの分布（女）図10-2　総コレステロールの分布（女）
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表６．総ｺﾚｽﾃﾛｰﾙの平均値、標準偏差表６．総ｺﾚｽﾃﾛｰﾙの平均値、標準偏差表６．総ｺﾚｽﾃﾛｰﾙの平均値、標準偏差表６．総ｺﾚｽﾃﾛｰﾙの平均値、標準偏差（性、年齢階級別）
（mg/dl）

平均値 標準偏差 検査数 平均値 標準偏差 検査数
　15-19歳 160.6 25.7 19 166.5 30.9 21
　20-29 178.8 38.2 25 171.9 26.1 34
　30-39 202.4 35.7 28 193.7 35.9 62
　40-49 214.2 28.7 41 199.5 37.0 88
　50-59 216.8 37.3 39 220.2 36.4 70
　60-69 200.5 28.2 51 226.0 35.4 85
　70-79 192.4 32.7 20 217.3 30.2 37
　80歳以上 204.4 31.8 10 205.9 32.0 16
　総　数　 199.8 36.3 233 205.5 39.1 413

男 女
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260mg/dl 5.1% 9.7%総コレステロール 以上の人は、男性 、女性

総コレステロール値が 以上の人は、男性 、女性 となっており、平成９年国民栄260mg/dl 5.1% 9.7%
養調査（男性 、女性 ）と比べると、男女とも高コレステロール者の割合が高い。4.4% 7.4%

＜正常範囲＞ 未満 ( 歳以上の女性は 未満)150-199 mg/dl 50 150-219 mg/dl

図11-1　総コレステロールが要指導、要医療の人の割合 図11-1　総コレステロールが要指導、要医療の人の割合 図11-1　総コレステロールが要指導、要医療の人の割合 図11-1　総コレステロールが要指導、要医療の人の割合 （男）
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図11-2　総コレステロールが要指導、要医療の人の割合 図11-2　総コレステロールが要指導、要医療の人の割合 図11-2　総コレステロールが要指導、要医療の人の割合 図11-2　総コレステロールが要指導、要医療の人の割合 （女）
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６．ＨＤＬ－コレステロール６．ＨＤＬ－コレステロール６．ＨＤＬ－コレステロール６．ＨＤＬ－コレステロール

HDL- 52.0mg/dl 58.1mg/dlコレステロールの平均値は男性 、女性

コレステロールの平均値およHDL-
び標準偏差は、表７のとおりである。
平均値は 歳以上を除くすべての年80
齢階級で女性が高い。
性別、年齢階級別に分布状況をみる

と、男性は ㎎ が各世代の最頻40-50 /dl
値であるが、 代が少し右シフトし20
ている。女性は に各世代の40-60mg/dl
ピークがあり、 代は と10 60-70mg/dl
右シフトしている

図12-1　ＨＤＬ-コレステロールの分布（男）図12-1　ＨＤＬ-コレステロールの分布（男）図12-1　ＨＤＬ-コレステロールの分布（男）図12-1　ＨＤＬ-コレステロールの分布（男）
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図12-2　ＨＤＬ-コレステロールの分布（女）図12-2　ＨＤＬ-コレステロールの分布（女）図12-2　ＨＤＬ-コレステロールの分布（女）図12-2　ＨＤＬ-コレステロールの分布（女）
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表７．HDLｺﾚｽﾃﾛｰﾙの平均値、標準偏差表７．HDLｺﾚｽﾃﾛｰﾙの平均値、標準偏差表７．HDLｺﾚｽﾃﾛｰﾙの平均値、標準偏差表７．HDLｺﾚｽﾃﾛｰﾙの平均値、標準偏差（性、年齢階級別）
（mg/dl）

平均値 標準偏差 検査数 平均値 標準偏差 検査数
　15-19歳 47.3 8.4 19 59.7 9.5 21
　20-29 51.4 13.7 25 60.3 12.0 34
　30-39 54.7 11.4 28 61.5 14.2 62
　40-49 50.4 10.9 41 57.5 14.1 88
　50-59 54.0 15.0 39 58.0 13.6 70
　60-69 51.1 14.8 51 57.2 14.4 85
　70-79 53.1 19.8 20 55.9 14.0 37
　80歳以上 56.2 14.9 10 51.3 12.7 16
　総　数　 52.0 14.0 233 58.1 13.9 413

男 女
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HDL- 40mg/dl 14.2% 6.8%コレステロールが 未満の人は男性 、女性

コレステロール値が 未満の要指導および要医療の人は、男性 、女性 で、HDL- 40mg/dl 14.2% 6.8%
男性に多くなっている。性別、年齢階級別にみると、 コレステロール値が 未満の要指HDL- 35mg/dl
導( )または要医療の人の割合は、男性では 代以上、女性では 代と 代で高く、すべての年齢b 50 40 50
階級で女性よりも男性のほうが高くなっている。なお、男性では 代、女性では 代で要指導およ30 20
び要医療の人の割合がもっとも低い。

＜正常範囲＞ 以上40 mg/dl

図13-1　ＨＤＬ-コレステロールが要指導、要医療の人の割合 図13-1　ＨＤＬ-コレステロールが要指導、要医療の人の割合 図13-1　ＨＤＬ-コレステロールが要指導、要医療の人の割合 図13-1　ＨＤＬ-コレステロールが要指導、要医療の人の割合 （男）
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図13-2　ＨＤＬ-コレステロールが要指導、要医療の人の割合 図13-2　ＨＤＬ-コレステロールが要指導、要医療の人の割合 図13-2　ＨＤＬ-コレステロールが要指導、要医療の人の割合 図13-2　ＨＤＬ-コレステロールが要指導、要医療の人の割合 （女）
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７．中性脂肪７．中性脂肪７．中性脂肪７．中性脂肪

195.7mg/dl 153.3mg/dl中性脂肪の平均値は男性 、女性

中性脂肪の平均値および標準偏差
80は 表８のとおりである 平均値は、 。

歳以上を除くすべての年齢階級で男性
が高い。性別、年齢階級別に分布状況
をみると、男性は各年代とも最頻値な
く一様に分布しており、とくに 代40
から 代まで高値である。女性は60

に最頻値があり 代から50-80mg/dl 50
高値となっている。

図14-1　中性脂肪の分布（男）図14-1　中性脂肪の分布（男）図14-1　中性脂肪の分布（男）図14-1　中性脂肪の分布（男）

0%

20%

40%

60%

50
未
満

50
～

80
～

11
0～

14
0～

17
0～

20
0～

23
0～

26
0m

g/
dl以

上

15-19歳

20-29 　

30-39   

40-49   

50-59   

60-69   

70-79   

 80歳以上

80歳以上

50-59

30-39

表８．中性脂肪の平均値、標準偏差表８．中性脂肪の平均値、標準偏差表８．中性脂肪の平均値、標準偏差表８．中性脂肪の平均値、標準偏差（性、年齢階級別）
（mg/ｄｌ）

平均値 標準偏差 検査数 平均値 標準偏差 検査数
　15-19歳 158.8 133.7 19 79.3 32.4 21
　20-29 165.0 87.7 25 102.3 43.4 34
　30-39 185.6 94.3 28 141.7 114.9 62
　40-49 202.8 120.4 41 135.4 79.2 88
　50-59 245.7 222.8 39 175.2 131.8 70
　60-69 197.6 121.0 51 183.9 116.7 85
　70-79 184.4 146.2 20 176.7 101.5 37
　80歳以上 159.1 107.7 10 188.8 134.4 16
　総　数　 195.7 143.1 233 153.3 108.8 413

男 女

図14-2　中性脂肪の分布（女）図14-2　中性脂肪の分布（女）図14-2　中性脂肪の分布（女）図14-2　中性脂肪の分布（女）
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150mg/dl 52.4% 38.0%中性脂肪が 以上の人は男性 、女性

中性脂肪が 以上の者は、男性 、女性 となっている。性別、年齢階級別にみる150mg/dl 52.4% 38.0%
と、男性では 代以降で要指導および要医療の中性脂肪値の異常者が半数を超えることが多く、と20
くに 代では要医療の人の割合が高い。40-60

＜正常範囲＞ 未満150 mg/dl

図15-1　中性脂肪が要指導、要医療の人の割合 図15-1　中性脂肪が要指導、要医療の人の割合 図15-1　中性脂肪が要指導、要医療の人の割合 図15-1　中性脂肪が要指導、要医療の人の割合 （男）
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図15-2　中性脂肪が要指導、要医療の人の割合 図15-2　中性脂肪が要指導、要医療の人の割合 図15-2　中性脂肪が要指導、要医療の人の割合 図15-2　中性脂肪が要指導、要医療の人の割合 （女）
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８．ＧＯＴ８．ＧＯＴ８．ＧＯＴ８．ＧＯＴ

ＧＯＴの平均値は男性 単位、女性 単位25.6 22.2

、ＧＯＴの平均値および標準偏差は
表９のとおりである。平均値は 代70
を除くすべての年齢階級で男性が高
い。
性別、年齢階級別に分布状況をみ

ると、男女とも正常値の ～ 単16 25
位に各年代の最頻値がある。男性で

、は 代と 代が他の年齢と異なり40 50
～ 単位までのなだらかなピーク26 30

がある。

図16-1　GOTの分布（男）図16-1　GOTの分布（男）図16-1　GOTの分布（男）図16-1　GOTの分布（男）
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図16-2　GOTの分布（女）図16-2　GOTの分布（女）図16-2　GOTの分布（女）図16-2　GOTの分布（女）
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表９．GOTの平均値、標準偏差表９．GOTの平均値、標準偏差表９．GOTの平均値、標準偏差表９．GOTの平均値、標準偏差（性、年齢階級別）
（単位）

平均値 標準偏差 検査数 平均値 標準偏差 検査数
　15-19歳 19.8 4.4 19 19.4 5.4 21
　20-29 23.7 6.6 25 18.4 5.1 34
　30-39 27.5 11.3 28 22.3 17.7 62
　40-49 27.6 10.2 41 20.2 9.7 88
　50-59 24.4 5.2 39 23.8 10.9 70
　60-69 28.7 16.9 51 24.3 8.9 85
　70-79 22.0 5.0 20 24.2 9.0 37
　80歳以上 23.2 4.2 10 23.0 5.6 16
　総　数　 25.6 10.9 233 22.2 10.9 413

男 女
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51 3.4% 2.2%ＧＯＴが 単位以上の人は男性 、女性

ＧＯＴが 単位以上の要医療の人は、男性 、女性 、 ～ 単位の要指導の人は男性51 3.4% 2.2% 41 50
3.0% 1.7% 30 40 60 50 70、 。 、 、 、 、 、女性 である 性別 年齢階級別にみると 男性では 代 代 代 女性では ～
代で 異常の割合が高くなっている。GOT

＜正常範囲＞ ～ 単位8 40

図17-1　ＧＯＴが要指導、要医療の人の割合 図17-1　ＧＯＴが要指導、要医療の人の割合 図17-1　ＧＯＴが要指導、要医療の人の割合 図17-1　ＧＯＴが要指導、要医療の人の割合 （男）
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図17-2　ＧＯＴが要指導、要医療の人の割合 図17-2　ＧＯＴが要指導、要医療の人の割合 図17-2　ＧＯＴが要指導、要医療の人の割合 図17-2　ＧＯＴが要指導、要医療の人の割合 （女）
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９．ＧＰＴ９．ＧＰＴ９．ＧＰＴ９．ＧＰＴ

ＧＰＴの平均値は男性 単位、女性 単位28.4 20.9

、ＧＰＴの平均値および標準偏差は
10 70表 のとおりである。平均値は

歳以上を除くすべての年齢階級で男
性が高い。
性別、年齢階級別に分布状況をみる

70 80 11-15と、男性では 代、 代では
単位に最頻値があるが、各年代とも
最頻値なく一様に分布しており、と

。くに 代から 代まで高値である40 60
女性は 単位に最頻値があるが、11-15
代のみ 単位に最頻値が高値50 16-20

にシフトしている。

図18-1　GPTの分布（男）図18-1　GPTの分布（男）図18-1　GPTの分布（男）図18-1　GPTの分布（男）
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図18-2　GPTの分布（女）図18-2　GPTの分布（女）図18-2　GPTの分布（女）図18-2　GPTの分布（女）
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表10．GＰTの平均値、標準偏差表10．GＰTの平均値、標準偏差表10．GＰTの平均値、標準偏差表10．GＰTの平均値、標準偏差（性、年齢階級別）
（単位）

平均値 標準偏差 検査数 平均値 標準偏差 検査数
　15-19歳 20.5 13.1 19 13.8 10.3 21
　20-29 30.9 19.2 25 15.9 7.0 34
　30-39 36.9 28.9 28 20.9 15.9 62
　40-49 34.6 18.6 41 19.7 14.7 88
　50-59 29.1 12.5 39 25.8 19.9 70
　60-69 27.2 16.1 51 22.8 14.1 85
　70-79 17.4 5.1 20 20.6 15.9 37
　80歳以上 13.7 3.5 10 16.6 7.1 16
　総　数　 28.4 18.5 233 20.9 15.4 413

男 女
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46 14.6% 4.6%ＧＰＴが 単位以上の人は男性 、女性

ＧＰＴが 単位以上の要指導の人は、男性 、女性 、 単位以上の要医療の人は男性36 8.2% 4.6% 46
、女性 となっている。性別、年齢階級別にみると、男性では 代をピークに ～ 代14.6% 4.6% 40 20 50

で要指導および要医療の人の割合が高くなっている。女性では 代、 代、 代で要指導、要医療20 40 50
の割合が高いが、ＧＰＴ異常者の割合は男性に比べるとかなり低い。

＜正常範囲＞ ～ 単位5 35

図19-1　ＧＰＴが要指導、要医療の人の割合 図19-1　ＧＰＴが要指導、要医療の人の割合 図19-1　ＧＰＴが要指導、要医療の人の割合 図19-1　ＧＰＴが要指導、要医療の人の割合 （男）
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図19-2　ＧＰＴが要指導、要医療の人の割合 図19-2　ＧＰＴが要指導、要医療の人の割合 図19-2　ＧＰＴが要指導、要医療の人の割合 図19-2　ＧＰＴが要指導、要医療の人の割合 （女）
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１０．γ-ＧＴＰ１０．γ-ＧＴＰ１０．γ-ＧＴＰ１０．γ-ＧＴＰ

- 53.4IU/dl 29.6IU/dlγ ＧＴＰの平均値は男性 、女性

γ ＧＴＰの平均値および標準偏差-
は、表 のとおりである。平均値は11
すべての年齢階級で男性が高い。
性別、年齢階級別に分布状況をみる

と、男性では 代で 以上の40 100IU/dl
人が を超えている。女性はどの年20%
代も同様な分布で、 代に高値の人50
がいた以外、異常者は少なかった。

図20-1　γ-GＴＰの分布（男）図20-1　γ-GＴＰの分布（男）図20-1　γ-GＴＰの分布（男）図20-1　γ-GＴＰの分布（男）
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図20-2　γ-GＴＰの分布（女）図20-2　γ-GＴＰの分布（女）図20-2　γ-GＴＰの分布（女）図20-2　γ-GＴＰの分布（女）
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表11．γ-ＧＴＰ  の平均値、標準偏差表11．γ-ＧＴＰ  の平均値、標準偏差表11．γ-ＧＴＰ  の平均値、標準偏差表11．γ-ＧＴＰ  の平均値、標準偏差（性、年齢階級別）（性、年齢階級別）（性、年齢階級別）（性、年齢階級別）
（IU/dl）

平均値 標準偏差 検査数 平均値 標準偏差 検査数
　15-19歳 23.1 11.3 19 15.8 9.0 21
　20-29 45.2 31.9 25 18.3 8.6 34
　30-39 59.5 64.6 28 29.3 31.9 62
　40-49 67.8 46.5 41 26.4 22.4 88
　50-59 61.6 50.0 39 38.4 50.4 70
　60-69 56.0 63.5 51 37.3 42.9 85
　70-79 40.7 39.6 20 22.5 12.2 37
　80歳以上 36.6 19.5 10 26.7 14.2 16
　総　数　 53.4 51.1 233 29.6 33.9 413

男 女

- 130 -



100IU/dl 11.6% 2.9%γｰＧＴＰが 以上の人は男性 、女性

、 、 、 、 、γ ＧＰＴが 以上の要指導の人は 男性 女性 以上の者は 男性- 60IU/dl 16.3% 6.1% 100IU/dl 11.6%
女性 となっている。性別、年齢階級別にみると、男性では 代のγｰ 異常者の割合が突2.9% 40 GTP
出している。女性では 代で 程度のγｰＧＴＰ異常がみられる。30-50 10%

＜正常範囲＞ 未満60IU/dl

図21-1　γ－ＧＴＰが要指導、要医療の人の割合 図21-1　γ－ＧＴＰが要指導、要医療の人の割合 図21-1　γ－ＧＴＰが要指導、要医療の人の割合 図21-1　γ－ＧＴＰが要指導、要医療の人の割合 （男）
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図21－2　γ－ＧＴＰが要指導、要医療の人の割合 図21－2　γ－ＧＴＰが要指導、要医療の人の割合 図21－2　γ－ＧＴＰが要指導、要医療の人の割合 図21－2　γ－ＧＴＰが要指導、要医療の人の割合 （女）
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１１．総たんぱく１１．総たんぱく１１．総たんぱく１１．総たんぱく

7.7g/dl 7.8g/dl総たんぱくの平均値は男性 、女性

総たんぱくの平均値および標準偏差
は、表 のとおりである。平均値は12
男性が高いが、 代以降は女性が高40
い。
性別、年齢階級別に分布状況をみる

と 歳以上を除くと、年齢とともに80
最頻値が低くなっているが、女性の場
合はほとんどの年齢層で に7.5-8.0g/dl
最頻値があった。

図22-1　総たんぱくの分布（男）図22-1　総たんぱくの分布（男）図22-1　総たんぱくの分布（男）図22-1　総たんぱくの分布（男）
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図22-2　総たんぱくの分布（女）図22-2　総たんぱくの分布（女）図22-2　総たんぱくの分布（女）図22-2　総たんぱくの分布（女）
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表12．総たんぱくの平均値、標準偏差表12．総たんぱくの平均値、標準偏差表12．総たんぱくの平均値、標準偏差表12．総たんぱくの平均値、標準偏差（性、年齢階級別）
（g/dl）

平均値 標準偏差 検査数 平均値 標準偏差 検査数
　15-19歳 8.1 0.5 19 7.9 0.4 21
　20-29 7.9 0.4 25 7.8 0.5 34
　30-39 7.9 0.5 28 7.8 0.5 62
　40-49 7.7 0.4 41 7.8 0.4 88
　50-59 7.7 0.4 39 7.8 0.5 70
　60-69 7.7 0.5 51 7.8 0.4 85
　70-79 7.4 0.6 20 7.8 0.4 37
　80歳以上 7.8 0.5 10 8.0 0.5 16
　総　数　 7.7 0.5 233 7.8 0.4 413

男 女
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81.1% 83.1%総たんぱくが正常範囲の人は男性 、女性

総たんぱくが正常範囲の人は、男性 、女性 となっている。また総たんぱくの値が低い81.1% 83.1%
人は、男性 、女性 ％であり、高い人は男性 、女性 であった。男女とも高値を示3.4% 1.0 15.5% 16.0%
す者の割合が高い。

6.8 8.2 g/dl＜正常範囲＞ ～

図図図図23232323-1　総たんぱくが低い人、高い人の割合 -1　総たんぱくが低い人、高い人の割合 -1　総たんぱくが低い人、高い人の割合 -1　総たんぱくが低い人、高い人の割合 （男）

2.6% 3.9%

20.0%

3.4%

10.0%

30.0%

3.6%

15.5%

13.7%
5.1%12.2%

21.4%

12.0%

42.1%

0%

20%

40%

60%

15-19 20-29 30-39 40-49 50-59 60-69 70-79 80歳以上

高い

低い

総数

図23-2　総たんぱくの低い人、高い人の人の割合 図23-2　総たんぱくの低い人、高い人の人の割合 図23-2　総たんぱくの低い人、高い人の人の割合 図23-2　総たんぱくの低い人、高い人の人の割合 （女）
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１ う蝕有病者の状況１ う蝕有病者の状況１ う蝕有病者の状況１ う蝕有病者の状況

う蝕の有病者率は、 代から 代までは ％以上の高い値である20 50 90

う蝕の有病者率は各年代とも高く、 代を除き 代までは男女とも ％以上である。10 50 90
、 、 。50代以降では歯の喪失により 有病者率の減少がみられ とくに女性の方が著しく減少している

本県のう蝕有病者率は、平成５年の全国歯科疾患実態調査の状況より高い傾向にある。

２ 現在歯の状況２ 現在歯の状況２ 現在歯の状況２ 現在歯の状況

一人平均現在歯数は 本で加齢とともに減少傾向がある20.4

一人平均現在歯数は 本であった。20.4
現在歯数は加齢とともに減少する傾向にあり、とくに 代以降は急激に減少している。50
男性は女性より歯は多く残存しており、全国の状況とほぼ類似している。

図２　う蝕有病者率図２　う蝕有病者率図２　う蝕有病者率図２　う蝕有病者率
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図３　一人平均現在歯数図３　一人平均現在歯数図３　一人平均現在歯数図３　一人平均現在歯数
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３ う歯の処置状況３ う歯の処置状況３ う歯の処置状況３ う歯の処置状況

う蝕の処置が必要な者は全体の ％であり、男性の方に多い41.5

未処置歯を有する者と抜歯等により義歯の作製が必要な者は （男性 、女性 ）で41.5% 45.8% 38.9%
あった。
処置完了者の割合は 代までは加齢とともに増加しているが、 代以降は減少している。60 70
女性の方が処置完了者の割合は多く、各年代とも ％以上を示しており、男性の 代、 代で50 20 30

は処置完了者の割合が に満たない状況である。30%
歯科医院に受診しているのが 代までは男性より女性に多い結果からも、女性の方が歯科治療に50

は積極的であるといえ、全国的にも同様の傾向がある。

図４-1　う蝕有病者と処置状況（男）図４-1　う蝕有病者と処置状況（男）図４-1　う蝕有病者と処置状況（男）図４-1　う蝕有病者と処置状況（男）
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図４-2　う蝕有病者と処置状況（女）図４-2　う蝕有病者と処置状況（女）図４-2　う蝕有病者と処置状況（女）図４-2　う蝕有病者と処置状況（女）
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４ 歯の状況４ 歯の状況４ 歯の状況４ 歯の状況

健全歯は全ての年代で男性が多く、 代以降性差が大きくなっている40

一人平均健全歯数は 本であった。 健全歯の割合は年代を追うごとに減少しており、性別では11.9
男性 本、女性 本で、全ての年代で男の方が多い。 とくに 代以降でその差が大きくなっ14.0 10.8 40
ている。

処置歯及び喪失歯は女性に多く、未処置歯は男性に多い傾向がある

一人平均処置歯数は 代までは女性が多く、 代以降は男性が多くなっており、全体でみると40 50
10女性の方が治療がよくなされている 一人平均未処置歯数は若い年代に多い傾向があり その中で。 、

代から 代までと 代では男性が女性より多くなっている。40 80

喪失歯は加齢とともに増加しており、 代以降性差が大きい50

一人平均喪失歯数は男女とも加齢とともに増加しているが、各年代とも女性が多く、とくに 代50
以降は性差が大きくなっている。平成５年の全国値との比較では、処置歯数、未処置歯数とも全国値
より少なく、喪失歯数は多い傾向がみられる。

図５-1　一人平均歯数（男）図５-1　一人平均歯数（男）図５-1　一人平均歯数（男）図５-1　一人平均歯数（男）
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図５-2　一人平均歯数（女）図５-2　一人平均歯数（女）図５-2　一人平均歯数（女）図５-2　一人平均歯数（女）
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５ 「８０２０」達成者の状況５ 「８０２０」達成者の状況５ 「８０２０」達成者の状況５ 「８０２０」達成者の状況

「８０２０」の達成者は 男性 ％、女性 ％、16.7 7.1
男性の「８０２０」達成者は同世代の女性の２倍

歳で 本以上の自分の歯を保つという「８０２０」運動が展開されている。80 20
代、 代では全員が 本以上自分の歯を有しているが、 代以降では加齢とともにその割合は10 20 20 30

減少してきている。 代の男性では達成者が に対し、女性では しかいない。70 61% 31%
代での達成者は ％（男性 ％、女性 ％）で、平成５年の全国値（ ％）より良い状80 11.5 16.7 7.1 8.9

況である。とくに男性の達成者の割合は多く、女性の２倍強となっている。

歯を失った部分を、義歯などで補うことを補綴という。補綴の必要な者のうち、補綴完了者の割合
は （男性 、女性 ）で、女性の方が男性より各年代とも補綴完了率は高い。52.5% 45.7% 56.1%
自分の歯を失っても、義歯によりある程度までは咀嚼機能を回復することが出来るが、歯ざわりや

噛む力は健全な自分の歯に勝るものはない。平成５年の歯科疾患実態調査の全国値とほぼ同様の状況
である。

図６　２０歯以上有する者の割合図６　２０歯以上有する者の割合図６　２０歯以上有する者の割合図６　２０歯以上有する者の割合
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図７　補綴の状況図７　補綴の状況図７　補綴の状況図７　補綴の状況
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６ 歯肉の状況６ 歯肉の状況６ 歯肉の状況６ 歯肉の状況

歯周疾患は全体の ％にみられ、歯肉炎、歯周炎とも男性は女性より多い60

歯肉の状況は、加齢とともに歯肉炎から歯周炎へと移行する傾向がある。
10 20 50代は半数以上に歯肉の炎症が認められるが 歯肉炎の段階であり 代以降歯周炎がみられ、 、 、

代でピークとなる。 代以降は歯がない人の割合が増加するにつれ、歯周疾患の有病者率は減少し60
ている。 歯肉炎、歯周炎とも男性の方が女性より多くみられ、歯石の沈着状況も同様の傾向を示し
ている。平成５年の全国値より歯肉の状況は若干良い傾向がある。

図８-1　歯肉の状況（男）図８-1　歯肉の状況（男）図８-1　歯肉の状況（男）図８-1　歯肉の状況（男）
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図８-2　歯肉の状況（女）図８-2　歯肉の状況（女）図８-2　歯肉の状況（女）図８-2　歯肉の状況（女）
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（健康意識調査より）７ 受診状況及び歯みがき状況等７ 受診状況及び歯みがき状況等７ 受診状況及び歯みがき状況等７ 受診状況及び歯みがき状況等

( ) 受診の状況1
「この１年以内に歯科医院を受診した」のは全体の であり、 代から 代までは女性が40% 10 50
多く、 代、 代では男性に多い傾向があった。60 70

、 、 、 、 。受診の内容は むし歯の治療が で 歯石除去 義歯の作製 修理が各 となっている60% 30%

( ) 歯みがきの状況2
「歯みがきの回数」については、１日に２回みがく者が男女とも半数近くを占め、ついで男性
は１回、女性は３回みがくという者が多い。
「いつ歯みがきをするか」という歯をみがく時間帯については、男性は朝起きたときが一番多
く、ついで夕食後となっており、女性は夕食後、朝起きたときの順に多い。

( ) 現在の自分の歯や口の状態における満足度3
「現在の自分の歯や口の状態」における満足度は、全体の がほぼ満足していると答えてお36%
り、やや不満だが日常生活は困らないのが となっている。44%
「ほぼ満足」と「やや不満」を合わせて の人はそれほど不自由を感じていない。しかし、80%
「 」 「 」 「 」やや不満 と 不自由を感じている 者の具体的な症状は 食べ物が歯と歯の間にはさまる
が ％と半数であり、次いで「歯が痛んだり、しみたりする」 が ％ 「口臭がある」が56 31 、
％となっていた。23

現在の自分の歯や口の状態について感じていることは、男女とも同じような傾向がみられた。

図９-2　歯や口の状態における満足度（女）図９-2　歯や口の状態における満足度（女）図９-2　歯や口の状態における満足度（女）図９-2　歯や口の状態における満足度（女）
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図９-1　歯や口の状態における満足度（男）図９-1　歯や口の状態における満足度（男）図９-1　歯や口の状態における満足度（男）図９-1　歯や口の状態における満足度（男）
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１．肥満の状況１．肥満の状況１．肥満の状況１．肥満の状況

50 24.9 24.8ＢＭＩの平均値は 代でもっとも高く男性 、女性

健康意識調査の自己申告値による
の性別、年齢階級別平均値と標準BMI

偏差は表２のとおりである。平成 年9
国民栄養調査による全国値と比べる
と、 代以降のすべての年齢層で全20
国値よりも高くなっている。
性別、年齢別に の分布状況をBMI

BMIみると、男女とも加齢とともに
の最頻値が右側にシフトしている。と

50 BMI 27-29くに 代の男性では、 値
に分布のピークがあり、この年齢の肥
満は深刻な状況にある。女性では、最

25 10頻値が を超える年代はないが、
代、 代のやせ傾向が目立つ。20

図２-1　ＢＭＩの分布（男）図２-1　ＢＭＩの分布（男）図２-1　ＢＭＩの分布（男）図２-1　ＢＭＩの分布（男）
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図２-2　ＢＭＩの分布（女）図２-2　ＢＭＩの分布（女）図２-2　ＢＭＩの分布（女）図２-2　ＢＭＩの分布（女）
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表２　表２　表２　表２　ＢＭＩＢＭＩＢＭＩＢＭＩの平均値、標準偏差の平均値、標準偏差の平均値、標準偏差の平均値、標準偏差（性、年齢階級別）
（体重kg/身長m2）

平均値 標準偏差 人数＊ 平均値 標準偏差 人数＊

　15-19歳 21.3 3.6 20 20.5 4.1 25
　20-29 22.8 3.2 31 20.4 2.8 48
　30-39 23.8 2.8 32 22.2 3.4 68
　40-49 24.6 3.2 45 23.8 3.5 93
　50-59 24.9 3.3 45 24.8 3.2 73
　60-69 24.2 3.0 54 24.5 3.7 88
　70-79 23.9 3.3 20 23.8 3.0 39
　80歳以上 22.8 3.1 12 23.4 4.2 14
　総　数　 23.8 3.4 259 23.0 3.8 448

＊身長、体重とも記載のあった者

男 女
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沖縄県は、若年のやせの割合も中高年の肥満の割合も全国より高い！

健康意識調査の自己申告値によると、ＢＭＩが 未満のやせの割合は、男女とも 歳がもっ18.5 15-19
とも高く、男性では 、女性では となっており、いずれも全国より高い。やせの割合は男20.0% 29.2%

20 5% 20 24.6% 30 10.2% 40性では 代以降で 以下に激減しているが、女性では 代 、 代 と徐々に減少、
代以降で 以下となる。いずれも 歳以上の高齢になるとやせの割合が増加に転じている。5% 80
一方、ＢＭＩが 以上の肥満の割合は、男女とも 代がもっとも高く、男性では 、女性で25 50 48.7%

は で、男性では 人に 人が肥満となっている。肥満の割合は男女とも 代以降で全国より42.1% 2 1 40
かなり高くなっており、中高年の肥満対策が県民の健康を保つ上での重要な課題となっている。

２＜ＢＭＩの算出方法＞＜ＢＭＩの算出方法＞＜ＢＭＩの算出方法＞＜ＢＭＩの算出方法＞ ＢＭＩ＝ 体重( )／身長( )kg m
やせ： 未満、 普通： ～ 未満、 肥満： 以上＜ＢＭＩの判定基準＞＜ＢＭＩの判定基準＞＜ＢＭＩの判定基準＞＜ＢＭＩの判定基準＞ 18.5 18.5 25 25

年齢別ＢＭＩの平均値は、平成５年より低くなってきている

ＢＭＩの平均値を平成 年の県民栄養調査と比べてみると、男性では ｰ 代でＢＭＩの平均値5 10 50
が低くなっている。女性では全ての年齢層でＢＭＩの平均値が低下しており、とくに 代の若い10-20
女性のスリム指向と 代の高年女性の健康指向をうかがうことができる。50-60

図３-1 肥満、やせの割合図３-1 肥満、やせの割合図３-1 肥満、やせの割合図３-1 肥満、やせの割合(男）
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図３ｰ2 肥満、やせの割合図３ｰ2 肥満、やせの割合図３ｰ2 肥満、やせの割合図３ｰ2 肥満、やせの割合（女）
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図４-1　ＢＭＩの推移図４-1　ＢＭＩの推移図４-1　ＢＭＩの推移図４-1　ＢＭＩの推移（男）
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図４-2　ＢＭＩの推移図４-2　ＢＭＩの推移図４-2　ＢＭＩの推移図４-2　ＢＭＩの推移（女）
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２．体型に対する意識２．体型に対する意識２．体型に対する意識２．体型に対する意識

女性は全般にスリム指向、一方で中年男性は肥満に対する認識が低い！

やせ体型の人では 代でやせていることを認識していないものが多いが、年齢による認識のズレ10
は少ない。肥満体型では 代以降の男性で肥満に対する認識が低い。女性では 代以降の高齢者以30 70
外は実際より太っていると認識していた。とくに 代のやせ体型の女性でスリム指向が強い。10-20

図５-1　やせ体型の人の意識図５-1　やせ体型の人の意識図５-1　やせ体型の人の意識図５-1　やせ体型の人の意識（男）
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図５-2　やせ体型の人の意識図５-2　やせ体型の人の意識図５-2　やせ体型の人の意識図５-2　やせ体型の人の意識（女）
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図６-1　普通体型の人の意識図６-1　普通体型の人の意識図６-1　普通体型の人の意識図６-1　普通体型の人の意識（男）
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図６-2　普通体型の人の意識図６-2　普通体型の人の意識図６-2　普通体型の人の意識図６-2　普通体型の人の意識（女）
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図７-1　肥満体型の人の意識図７-1　肥満体型の人の意識図７-1　肥満体型の人の意識図７-1　肥満体型の人の意識（男）
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図７-2　肥満体型の人の意識図７-2　肥満体型の人の意識図７-2　肥満体型の人の意識図７-2　肥満体型の人の意識（女）
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３．体型と健康観３．体型と健康観３．体型と健康観３．体型と健康観

普通体型の人は調子がよい、肥満の人は具合が悪いと感じている人が多い
体型別に健康観をみると、調子がよいと感じている人の割合は普通体型の人に多く、肥満体型の人

では 代以降で具合が悪いと感じているものが多い。性別、年齢別にみると 代以下の男性では肥40 30
満体型 、女性ではやせ体型の人に具合が悪い人が多く、 ～ 代の中高年では男女とも肥満体型、 40 60
の人に具合の悪い人が多くなっている。

図８-1　やせ体型の人の健康観図８-1　やせ体型の人の健康観図８-1　やせ体型の人の健康観図８-1　やせ体型の人の健康観(男）
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図８-2　やせ体型の人の健康観図８-2　やせ体型の人の健康観図８-2　やせ体型の人の健康観図８-2　やせ体型の人の健康観 （女）
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図９-1　普通体型の人の健康観図９-1　普通体型の人の健康観図９-1　普通体型の人の健康観図９-1　普通体型の人の健康観 （男）
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図９-2　普通体型の人の健康観図９-2　普通体型の人の健康観図９-2　普通体型の人の健康観図９-2　普通体型の人の健康観 （女）
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図10-1　肥満体型の人の健康観図10-1　肥満体型の人の健康観図10-1　肥満体型の人の健康観図10-1　肥満体型の人の健康観 （男）
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図10-2　肥満体型の人の健康観図10-2　肥満体型の人の健康観図10-2　肥満体型の人の健康観図10-2　肥満体型の人の健康観 （女）
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４．健康のためにふだんの食事で心がけていること４．健康のためにふだんの食事で心がけていること４．健康のためにふだんの食事で心がけていること４．健康のためにふだんの食事で心がけていること

肥満の人は健康のためにふだんの食事に気をつけている人が多い

健康のためにふだんの食事で心がけていることについて、体型別にみると、食事に気をつけている
人の割合は肥満体型の人で高く、やせ体型の人では低くなっており、男性に比べて女性が高い。項目
別にみると 「規則正しく食べる 「塩辛いものをひかえる」と答えた人の割合が高くなっており、、 」、
肥満体型の人では「油の量や質を考える 「甘い者をひかえる」と答えた人も多くなっていた。」、

図11　やせ体型の人が食事で心がけていること図11　やせ体型の人が食事で心がけていること図11　やせ体型の人が食事で心がけていること図11　やせ体型の人が食事で心がけていること
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図12　普通体型の人が食事で心がけていること図12　普通体型の人が食事で心がけていること図12　普通体型の人が食事で心がけていること図12　普通体型の人が食事で心がけていること
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図13　肥満体型の人が食事で心がけていること図13　肥満体型の人が食事で心がけていること図13　肥満体型の人が食事で心がけていること図13　肥満体型の人が食事で心がけていること
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５．ふだんの食事状況５．ふだんの食事状況５．ふだんの食事状況５．ふだんの食事状況

塩分と油脂は若い世代、緑黄野菜や牛乳は年齢が高いほどよく摂取している

ふだんの食事状況をみると、塩分摂取は ～ 代の男性、 代の女性が多い。脂肪摂取も男性10 30 10
、 、 。 、は 代と 代 女性は 代と若い世代ほど多く 女性より男性のほうがよく摂取している 一方10 20 10

緑黄色野菜や牛乳・ﾖｰｸﾞﾙﾄは年齢が高いほど多く摂取しており、男性より女性がよく摂取している。

図15　脂肪の多いものをよく食べる人の割合図15　脂肪の多いものをよく食べる人の割合図15　脂肪の多いものをよく食べる人の割合図15　脂肪の多いものをよく食べる人の割合
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図16　緑黄色野菜をよく食べる人の割合図16　緑黄色野菜をよく食べる人の割合図16　緑黄色野菜をよく食べる人の割合図16　緑黄色野菜をよく食べる人の割合
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図14　塩辛いものをよく食べる人の割合図14　塩辛いものをよく食べる人の割合図14　塩辛いものをよく食べる人の割合図14　塩辛いものをよく食べる人の割合
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図17　牛乳・ﾖｰｸﾞﾙﾄを週５日以上とる人の割合図17　牛乳・ﾖｰｸﾞﾙﾄを週５日以上とる人の割合図17　牛乳・ﾖｰｸﾞﾙﾄを週５日以上とる人の割合図17　牛乳・ﾖｰｸﾞﾙﾄを週５日以上とる人の割合
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肥満体型の人は塩分、脂肪、牛乳の摂取が多く、緑黄色野菜はやや少ない

体型別に食事状況をみると、肥満体型の人では塩分と脂肪をよく摂取している人の割合が高くなっ
ており、とくに男性でその傾向が強い。牛乳・ﾖｰｸﾞﾙﾄの摂取も肥満体型の人でやや多い反面、緑黄色
野菜の摂取は ～ 代までの若い世代で肥満体型の人の摂取割合が少なくなっている。なお、やせ40 50
体型の人が男女とも 代以降で極端に少ないため摂取割合の変動が大きい。40

図18-1　体型と塩分摂取図18-1　体型と塩分摂取図18-1　体型と塩分摂取図18-1　体型と塩分摂取(男）
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図19-1　体型と脂肪摂取図19-1　体型と脂肪摂取図19-1　体型と脂肪摂取図19-1　体型と脂肪摂取(男）
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図19-2　体型と脂肪摂取図19-2　体型と脂肪摂取図19-2　体型と脂肪摂取図19-2　体型と脂肪摂取(女）
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図20-1　体型と緑黄色野菜摂取図20-1　体型と緑黄色野菜摂取図20-1　体型と緑黄色野菜摂取図20-1　体型と緑黄色野菜摂取(男）
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図20-2　体型と緑黄色野菜摂取図20-2　体型と緑黄色野菜摂取図20-2　体型と緑黄色野菜摂取図20-2　体型と緑黄色野菜摂取(女）
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図21-1　体型と牛乳摂取図21-1　体型と牛乳摂取図21-1　体型と牛乳摂取図21-1　体型と牛乳摂取(男）
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図21-2　体型と牛乳摂取図21-2　体型と牛乳摂取図21-2　体型と牛乳摂取図21-2　体型と牛乳摂取(女）
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図18-2　体型と塩分摂取図18-2　体型と塩分摂取図18-2　体型と塩分摂取図18-2　体型と塩分摂取(女）
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６．嗜好飲料の摂取頻度６．嗜好飲料の摂取頻度６．嗜好飲料の摂取頻度６．嗜好飲料の摂取頻度

清涼飲料、ｽﾎﾟｰﾂ飲料は ～ 歳、ｺｰﾋｰは ～ 代で飲む人が多い15 19 20 40

嗜好飲料の摂取状況をみると、清涼飲料とスポーツ飲料は ～ 代の若い世代で飲む人が多く、10 20
女性より男性の方がよく飲んでいる。コーヒーは加糖も無糖も ～ 代で飲む人が多いが、女性で20 40
は無糖コーヒーを飲む人が ～ 代で男性よりかなり多い。お茶はほとんどの年齢層でもっともよ30 50
く飲まれているが、 代の男性ではお茶より清涼飲料を飲む人の割合が高くなっている。10

肥満の若い人は、清涼飲料、ｽﾎﾟｰﾂ飲料、加糖ｺｰﾋｰをよく飲んでいる

体型別に嗜好飲料の摂取状況をみると、清涼飲料水は男女とも ～ 代でを飲む人の割合が高く10 20
なっている。スポーツ飲料は、男性では 代と 代、女性では 代の人がよく飲んでいる。加糖20 30 10
コーヒーは男女とも 代で飲む人の割合が高い。20

図22-1　嗜好飲料の摂取割合図22-1　嗜好飲料の摂取割合図22-1　嗜好飲料の摂取割合図22-1　嗜好飲料の摂取割合（男）
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図22-2　嗜好飲料の摂取割合図22-2　嗜好飲料の摂取割合図22-2　嗜好飲料の摂取割合図22-2　嗜好飲料の摂取割合（女）
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図23-1　肥満体型の人の図23-1　肥満体型の人の図23-1　肥満体型の人の図23-1　肥満体型の人の
          嗜好飲料摂取割合          嗜好飲料摂取割合          嗜好飲料摂取割合          嗜好飲料摂取割合（男）
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図23-2　肥満体型の人の図23-2　肥満体型の人の図23-2　肥満体型の人の図23-2　肥満体型の人の
          嗜好飲料摂取割合          嗜好飲料摂取割合          嗜好飲料摂取割合          嗜好飲料摂取割合（女）
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７．飲酒習慣７．飲酒習慣７．飲酒習慣７．飲酒習慣

飲酒習慣のある人の割合は、男性では ～ 代、女性では ～ 代で高い30 50 20 40

2-3 20 50 50% 30 40 30%週 回以上の飲酒習慣のある人は 男性では ～ 代で を超えており 代 代では、 、 、
以上が毎日飲んでいる。女性では ～ 代が高いが、半数以上が月 回あるいは付き合いで飲む20 40 1-2
人となっており、飲酒頻度が高いのは 代で、毎日飲むものが となっている。 なお、 代の40 10% 10
男性 人中 人、女性 人中 人が飲酒習慣があると答えている。74 4 69 5

酒が増えれば肥満が増える！！

体型別に飲酒習慣をみると、肥満体型の人がもっとも飲酒率が高くなっており、毎日飲む人より週
2-3 4-5 2-5回あるいは週 回飲む人が多い。また、飲酒頻度と泡盛飲酒量をみると、毎日飲む人より週
回飲む人に 合以上の多量飲酒者が多く、体型別では肥満体型の人の飲酒量がもっとも多かった。2-3

図24-1　飲酒習慣のある人の割合図24-1　飲酒習慣のある人の割合図24-1　飲酒習慣のある人の割合図24-1　飲酒習慣のある人の割合(男）
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図24-2　飲酒習慣のある人の割合図24-2　飲酒習慣のある人の割合図24-2　飲酒習慣のある人の割合図24-2　飲酒習慣のある人の割合(女）
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体型と泡盛飲酒量体型と泡盛飲酒量体型と泡盛飲酒量体型と泡盛飲酒量(男）
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図25図25図25図25 体型と飲酒習慣体型と飲酒習慣体型と飲酒習慣体型と飲酒習慣(男）
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週4-5回
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図26図26図26図26 飲酒頻度と泡盛飲酒量飲酒頻度と泡盛飲酒量飲酒頻度と泡盛飲酒量飲酒頻度と泡盛飲酒量(男）
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図27図27図27図27
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８．喫煙習慣８．喫煙習慣８．喫煙習慣８．喫煙習慣

44.2% 14.2%若い世代でたばこを吸う人が多く、喫煙率は男 、女
現在喫煙習慣のある人は、男性では ～ 代で を超えており、 代、 代では ％の高い20 40 50% 20 30 60

30 70 58%喫煙率となっている 一方 喫煙をやめたものの割合は男性では 代以降で増えており 代で。 、 、
30に達していることから この世代の若い頃の喫煙率がかなり高かったことがうかがえる 女性では、 。

23% 20 19% 40 16% 10 23.0% 5.8代 代 代 と若い世代の喫煙率が高い また 代の喫煙率は 男性 女性、 、 。 、 、
％であった。

喫煙と肥満は関係ない？

体型別に喫煙習慣をみると、男性では普通体型の人の喫煙率が でもっとも高くなっており、51.3%
やせ体型の人と肥満体型の人は でほぼ同じ喫煙率であった。肥満体型の人では喫煙をやめた人33%
の割合が高い。女性ではやせ体型の人の喫煙率が でもっとも高く、普通体型の人と肥満体型の21.9%
人の喫煙状況はほとんど差がなかった。

61 .2% 59.6%
51 .2%

38.8%

11 .2%
19.2%

19.8%
33.0%

57.5%

42.1%

23.0%

36.7%
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30.0%

2.5%
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吸う

歳以上

図28-1　喫煙習慣のある人の割合（男）図28-1　喫煙習慣のある人の割合（男）図28-1　喫煙習慣のある人の割合（男）図28-1　喫煙習慣のある人の割合（男）

19.5% 23.1%
15.5% 11 .0% 8.8%

17.9%

8.2%

6.6%5.8%
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14.8%

17.9%

4.0%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

15- 20- 30- 40- 50- 60- 70- 80

やめた

吸う

歳以上

図28-2　喫煙習慣のある人の割合（女）図28-2　喫煙習慣のある人の割合（女）図28-2　喫煙習慣のある人の割合（女）図28-2　喫煙習慣のある人の割合（女）

33.3%

51.3%

33.0%

14.2%

28.2%

11.1%
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吸う

図29-1　体型と喫煙習慣（男）図29-1　体型と喫煙習慣（男）図29-1　体型と喫煙習慣（男）図29-1　体型と喫煙習慣（男）
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吸う

図29-2　体型と喫煙習慣（女）図29-2　体型と喫煙習慣（女）図29-2　体型と喫煙習慣（女）図29-2　体型と喫煙習慣（女）
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身体に害があるからたばこを吸わない人は、女性が多い

非喫煙者のたばこを吸わない理由については 「身体に害があるから」と答えた人が男女とももっ、
とも多くなっており、女性では「におい等が嫌いだから」と答えた人も多かった。また 「健康上の、
理由でたばこを吸えない」人の割合は、男女とも加齢とともに増え、 歳以上では約 ％に達して80 20
いる。

18.9%
23.1%

15.7%
18.4% 20.7%

25.7%
30.0%

26.3%

44.9%
50.8%

40.3% 40.5%

51.2%

39.2%

26.2%

17.9%

0%

20%

40%

60%

15- 20- 30- 40- 50- 60- 70- 80歳 15- 20- 30- 40- 50- 60- 70- 80歳
男 女以上 以上

図30　身体に害があるからたばこを吸わない人の割合図30　身体に害があるからたばこを吸わない人の割合図30　身体に害があるからたばこを吸わない人の割合図30　身体に害があるからたばこを吸わない人の割合

23.0% 22.3%

15.7%
18.4% 18.2%

14.7%

5.0%

47.8%
41.5%

35.8%

43.9%

36.2%
30.4%

21.3%

14.3%

0%

20%

40%

60%

15- 20- 30- 40- 50- 60- 70- 80歳 15- 20- 30- 40- 50- 60- 70- 80歳

男 女以上 以上

図31　におい等が嫌いだからたばこを吸わない人の割合図31　におい等が嫌いだからたばこを吸わない人の割合図31　におい等が嫌いだからたばこを吸わない人の割合図31　におい等が嫌いだからたばこを吸わない人の割合

4.1% 2.5% 2.2% 4.8%
10.7% 10.1% 12.5%

21.1%

7.2%
2.5% 4.5% 6.1%
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図32　健康上の理由でたばこが吸えない人の割合図32　健康上の理由でたばこが吸えない人の割合図32　健康上の理由でたばこが吸えない人の割合図32　健康上の理由でたばこが吸えない人の割合
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喫煙対策を望む一方で、喫煙規制に反対する人もいる

40今後の喫煙対策に望むことでは 「路上等に捨てないように規制」を望む人の割合が男女とも約、
％でもっとも高くなっており 「禁煙対策 「分煙対策 「自動販売機設置等の規制」が約 ％程度、 」、 」 20
である。しかし、男性では「規制等をするのはよくない」と答えた人が ％で喫煙規制に反対する33
人も多く、喫煙対策の難しさを示唆している。

喫煙者の半数以上は喫煙をやめたいと思っている！

喫煙者の今後の喫煙についての意志についてみてみると、男女とも約半数の人が「やめたいがやめ
」 、 「 」 、られない と答えていてもっとも多くなっており 次いで男性では 本数を減らしたい が ％42.2

女性では「身体に害があるのでやめたい」が ％の順であった。禁煙したい人がいる一方で 「や43.6 、
める意志はない 「やめたくない」と答えた人も 程度いる。」、 10-20%

37.0%

19.9%
22.8% 23.1%

33.1%

4.3%

41.6%

24.1%
21.0%

28.5%

15.2%

4.8%

0%

20%

40%

60%

路上等に捨て 自動販売機 分煙対策を 禁煙対策を 規制等をする その他

男 女

ないよう規制 設置等を規制 推進 推進 のはよくない

図33　今後の喫煙対策について望んでいる人の割合図33　今後の喫煙対策について望んでいる人の割合図33　今後の喫煙対策について望んでいる人の割合図33　今後の喫煙対策について望んでいる人の割合

35.1%

41.9%

49.4%

16.2%

23.4%

27.9%

43.5%

27.0%

16.5%

9.6%

22.6%

56.5%

0%

20%

40%

60%

身体に害が 本数を やめたいが やめる方法を やめる意志は やめたくない

男 女

あるのでやめたい 減らしたい やめられない 知りたい ない

図34　喫煙者の今後の喫煙についての意志図34　喫煙者の今後の喫煙についての意志図34　喫煙者の今後の喫煙についての意志図34　喫煙者の今後の喫煙についての意志
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９．運動習慣９．運動習慣９．運動習慣９．運動習慣

運動習慣のある人は、男性 、女性 ！ でも働き盛りは運動不足37.9% 29.1%
全体の が運動習慣をもっており、運動習慣のある人の割合は、男性 、女性 であ33.2% 37.9% 29.1%

る。平成 年の国民栄養調査と比べると、男女ともほとんどすべての年齢で運動習慣者の割合は高10
くなっている。しかし、男性では ～ 代、女性では ～ 代の働き盛りは、あまり運動習慣が20 50 20 40
もてない世代である。体型別にみた運動習慣のある人の割合についてはあまり差がなかった。

30 32.4% 41.4%１日に歩く時間が 分未満の人は男 、女

通勤や買い物などで１日に歩く時間は、 分未満と答えた人がもっとも多く全体で であっ30 37.3%
た。性別、年齢別にみると、１日に歩く時間が 分未満の割合は、男女とも 代がもっとも低く、30 10
男性より女性の方が高くなっている。その中でも 代から 代に歩かない人が多く、とくに 代20 40 20
の女性では半数以上が１日 分も歩いていない。なお、肥満との関連は認められなかった。30

図35-1 運動習慣のある人の割合 図35-1 運動習慣のある人の割合 図35-1 運動習慣のある人の割合 図35-1 運動習慣のある人の割合 (男）

35.5% 32.6% 33.6% 34.7%

50.0%
39.4%

47.4%47.5%

0%

20%

40%

60%

15- 20- 30- 40- 50- 60- 70- 80
歳以上

図35-2 運動習慣のある人の割合 図35-2 運動習慣のある人の割合 図35-2 運動習慣のある人の割合 図35-2 運動習慣のある人の割合 (女）

22.9%
14.9%

25.7%

39.4%
44.3%

14.3%

36.8%34.8%
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20%

40%

60%

15- 20- 30- 40- 50- 60- 70- 80
歳以上

図36-1　体型と運動習慣 図36-1　体型と運動習慣 図36-1　体型と運動習慣 図36-1　体型と運動習慣 (男）

40.7% 40.2% 38.3%
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40%
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運動習慣のある人

図36-2　体型と運動習慣 図36-2　体型と運動習慣 図36-2　体型と運動習慣 図36-2　体型と運動習慣 (女）
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図37-1　歩く時間が30分未満の人の割合 （男）図37-1　歩く時間が30分未満の人の割合 （男）図37-1　歩く時間が30分未満の人の割合 （男）図37-1　歩く時間が30分未満の人の割合 （男）

50.8% 47.0% 43.9%
36.2%

31.1%
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34.4%
29.0%
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40%

60%

80%
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図37-2　歩く時間が30分未満の人の割合 （女）図37-2　歩く時間が30分未満の人の割合 （女）図37-2　歩く時間が30分未満の人の割合 （女）図37-2　歩く時間が30分未満の人の割合 （女）

図38-1　体型と歩く時間 図38-1　体型と歩く時間 図38-1　体型と歩く時間 図38-1　体型と歩く時間 (男）
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33.7% 32.5%
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歩く時間が30分未満の人

図38-2　体型と歩く時間 図38-2　体型と歩く時間 図38-2　体型と歩く時間 図38-2　体型と歩く時間 (女）
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１０．エネルギー充足率と肥満１０．エネルギー充足率と肥満１０．エネルギー充足率と肥満１０．エネルギー充足率と肥満

エネルギー充足率の平均値は男性 、女性 で 程度摂取不足！？86.6% 91.8% 10%

栄養摂取状況調査によると、県民のエネルギー充足率は 歳代を除くすべての年齢層で を70 100%
86.6% 91.8% 80-90%下回っており、平均値は男性 、女性 であった。充足率の分布をみると、男女とも

に分布のピークがあり、エネルギー摂取が所要量に満たない人が多い。

エネルギー充足率と肥満度は関係がない？

県民のエネルギー摂取量は、昭和４７年の県民栄養調査開始以来、一貫して全国より低い値を示し
ているが、一方で肥満者が全国より多く、ＢＭＩの平均値も全国を上回っている。エネルギーの充足
率とＢＭＩの相関について検討したが、関連性は認められなかった。

図39-1　エネルギー充足率の分布図39-1　エネルギー充足率の分布図39-1　エネルギー充足率の分布図39-1　エネルギー充足率の分布（男）

7.0% 8.0%

13.8% 12.5%

16.7% 15.5%

8.6%
6.6%

3.6% 3.3% 4.4%

0%

5%

10%

15%

20%

50未満 50- 60- 70- 80- 90- 100- 110- 120- 130- 140以上

エネルギー充足率（％）エネルギー充足率（％）エネルギー充足率（％）エネルギー充足率（％）

15歳以上：６４０人

図39-2　エネルギー充足率の分布図39-2　エネルギー充足率の分布図39-2　エネルギー充足率の分布図39-2　エネルギー充足率の分布（女）
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15歳以上：７４３人

図40ｰ1  ＢＭＩとエネルギー充足率 図40ｰ1  ＢＭＩとエネルギー充足率 図40ｰ1  ＢＭＩとエネルギー充足率 図40ｰ1  ＢＭＩとエネルギー充足率 (男）
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15歳以上：６４０人

図40-2  ＢＭＩとエネルギー充足率 図40-2  ＢＭＩとエネルギー充足率 図40-2  ＢＭＩとエネルギー充足率 図40-2  ＢＭＩとエネルギー充足率 (女）
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１１．欠食の頻度（朝・昼・夕の食事）１１．欠食の頻度（朝・昼・夕の食事）１１．欠食の頻度（朝・昼・夕の食事）１１．欠食の頻度（朝・昼・夕の食事）

20 38.6% 31.7%若い世代で欠食する人が多く、朝食の欠食は 代男性 、女性

朝食の欠食率が高く、生活リズムや間食との関係から朝食の欠食は問題が大きい。男女とも 代10
から 代まで欠食率が高く、欠食の習慣化が懸念される。40

図図図図41414141-1　朝食欠食者の割合-1　朝食欠食者の割合-1　朝食欠食者の割合-1　朝食欠食者の割合（男）
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週５～６回欠食する

毎回欠食する

歳以上

図図図図41414141-2　朝食欠食者の割合-2　朝食欠食者の割合-2　朝食欠食者の割合-2　朝食欠食者の割合（女）
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週３～４回欠食する

週５～６回欠食する

毎回欠食する

歳以上

図図図図42424242-1　昼食欠食者の割合-1　昼食欠食者の割合-1　昼食欠食者の割合-1　昼食欠食者の割合（男）
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週５～６回欠食する

毎回欠食する

歳以上

図図図図42424242-2　昼食欠食者の割合-2　昼食欠食者の割合-2　昼食欠食者の割合-2　昼食欠食者の割合（女）
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週５～６回欠食する

毎回欠食する

歳以上

図図図図43434343-1　夕食欠食者の割合-1　夕食欠食者の割合-1　夕食欠食者の割合-1　夕食欠食者の割合（男）
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週３～４回欠食する

週５～６回欠食する

毎回欠食する

歳以上

図図図図43434343-2　夕食欠食者の割合-2　夕食欠食者の割合-2　夕食欠食者の割合-2　夕食欠食者の割合（女）
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週３～４回欠食する

週５～６回欠食する

毎回欠食する

歳以上
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やせている人に欠食がやや多い傾向があるが、肥満との関連は見出せない

体型別に欠食の状況をみると、やせている人で週 回以上欠食する人の割合がやや多くなってい3-4
るが、肥満との明確な関連は見出せなかった。

図図図図44-144-144-144-1　体型と朝食の欠食　体型と朝食の欠食　体型と朝食の欠食　体型と朝食の欠食（男）
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毎回欠食

図図図図44-244-244-244-2　体型と朝食の欠食　体型と朝食の欠食　体型と朝食の欠食　体型と朝食の欠食（女）
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図図図図45454545-1　体型と昼食の欠食-1　体型と昼食の欠食-1　体型と昼食の欠食-1　体型と昼食の欠食（男）
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図図図図45454545-2　体型と昼食の欠食-2　体型と昼食の欠食-2　体型と昼食の欠食-2　体型と昼食の欠食（女）
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図図図図46464646-1　体型と夕食の欠食-1　体型と夕食の欠食-1　体型と夕食の欠食-1　体型と夕食の欠食（男）
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毎回欠食

図46-2　体型と夕食の欠食図46-2　体型と夕食の欠食図46-2　体型と夕食の欠食図46-2　体型と夕食の欠食（女）
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１２．間食の頻度（夜食を含む）１２．間食の頻度（夜食を含む）１２．間食の頻度（夜食を含む）１２．間食の頻度（夜食を含む）

毎日間食している人は、男性 、女性 ． 間食は女性に多い！31.1% 48.3%

夜食を含む間食を毎日１～ 回以上とる人の割合は全体として で女性は男性より多い。間食2 40.3%
のとり方は 代では男女差はなく、 代以降で男性が激減しているのに対し、女性では ～ 代10 20 40 50
まで一貫して多い。また、女性は甘いおやつ、男性は夜食としてのとり方のようだ。

やせている人は毎日 回以上間食する人が多く、食事のとり方に問題あり？2

体型別に間食のとり方をみると、普通体型の人と肥満体型の人ではあまり差がないが、やせている
人では毎日 回以上間食している人の割合が高くなっている。やせている人では欠食も多い傾向があ2
ることから、間食が食事がわりになっている可能性があり、栄養摂取状況が気にかかる。

図47-1　間食をとる人の割合図47-1　間食をとる人の割合図47-1　間食をとる人の割合図47-1　間食をとる人の割合（男）
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週４～５回

毎日１回
毎日２回以上

歳以上

図47-2　間食をとる人の割合図47-2　間食をとる人の割合図47-2　間食をとる人の割合図47-2　間食をとる人の割合（女）
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週４～５回
毎日１回
毎日２回以上

歳以上

図48-1　体型と間食図48-1　体型と間食図48-1　体型と間食図48-1　体型と間食（男）
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図48-2　体型と間食図48-2　体型と間食図48-2　体型と間食図48-2　体型と間食（女）
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１３．外食の頻度１３．外食の頻度１３．外食の頻度１３．外食の頻度

ほとんど外食しない人は で、 は外食を利用している63.7% 36.3%

69.3% 57.0% 10ほとんど外食しない人は女性 男性 で 外食する人は男性が多い 年齢別にみると、 、 。 、
代の男女および ～ 代の男性、 代の女性の外食が多くなっており、若い世代での外食の利用20 50 20
が目立つ。また、働き盛りの男性に１日２回以上外食する人がみうけられる。毎日２回以上外食する
場合は、昼食や夕食が含まれており、塩分、油脂分のとりすぎやカロリーの増加、酒とも絡んで、肥
満との関連を検討する必要がある。

１日２回以上外食する人は、肥満の人に多い！

外食の状況を体型別にみると、毎日 回以上～週 回外食する人の合計ではあまり差がみられな2 2-3
いが、毎日 回以上外食する人の割合は、男女とも肥満の人がもっとも多くなっていた。2

図49-1　外食をとる人の割合 図49-1　外食をとる人の割合 図49-1　外食をとる人の割合 図49-1　外食をとる人の割合 （男）
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毎日２回以上

歳以上

図49-2　外食をとる人の割合 図49-2　外食をとる人の割合 図49-2　外食をとる人の割合 図49-2　外食をとる人の割合 （女）
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図50-1　体型と外食 図50-1　体型と外食 図50-1　体型と外食 図50-1　体型と外食 （男）
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図50-2　体型と外食 図50-2　体型と外食 図50-2　体型と外食 図50-2　体型と外食 （女）
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１４．飲食店の食事や惣菜に対する要望１４．飲食店の食事や惣菜に対する要望１４．飲食店の食事や惣菜に対する要望１４．飲食店の食事や惣菜に対する要望

飲食店での食事や惣菜については、女性の方が関心が高い

飲食店での食事や惣菜については、男性より女性の方が要求度が高く、関心の高さがうかがえる。
、 、 。 、とくに 代の女性はスリム指向と絡んで 成分表示や低カロリー 油ひかえめを望んでいる また10

中高年では年齢が上がるとともに塩分ひかえめを望む人が多い。

17.6% 18.2% 21.3% 20.0% 18.2%
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34.7% 32.8% 31.8% 28.3%
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15- 20- 30- 40- 50- 60- 70- 80歳 15- 20- 30- 40- 50- 60- 70- 80歳

男 女以上 以上

図51　栄養成分の表示を望む人の割合図51　栄養成分の表示を望む人の割合図51　栄養成分の表示を望む人の割合図51　栄養成分の表示を望む人の割合

図52  低カロリーを望む人の割合図52  低カロリーを望む人の割合図52  低カロリーを望む人の割合図52  低カロリーを望む人の割合
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図53　塩分ひかえめを望む人の割合図53　塩分ひかえめを望む人の割合図53　塩分ひかえめを望む人の割合図53　塩分ひかえめを望む人の割合
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図54　油ひかえめを望む人の割合図54　油ひかえめを望む人の割合図54　油ひかえめを望む人の割合図54　油ひかえめを望む人の割合
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飲食店での食事について、肥満の人は男性も関心が高い

体型別に飲食店での食事や惣菜について希望することを比べてみると、やせ体型の人では量の調整
を望む人が多く、肥満体型の人では量の調整よりも低カロリーを望んでいる。また、肥満の人は低コ
レステロール、塩分ひかえめ、油ひかえめなど健康に気遣っている。
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図55-1　飲食店の食事への希望（やせ体型の人）図55-1　飲食店の食事への希望（やせ体型の人）図55-1　飲食店の食事への希望（やせ体型の人）図55-1　飲食店の食事への希望（やせ体型の人）
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図55-2　飲食店の食事への希望（普通体型の人）図55-2　飲食店の食事への希望（普通体型の人）図55-2　飲食店の食事への希望（普通体型の人）図55-2　飲食店の食事への希望（普通体型の人）
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図55-3　飲食店の食事への希望（肥満体型の人）図55-3　飲食店の食事への希望（肥満体型の人）図55-3　飲食店の食事への希望（肥満体型の人）図55-3　飲食店の食事への希望（肥満体型の人）
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１５．ストレス・休養の状況１５．ストレス・休養の状況１５．ストレス・休養の状況１５．ストレス・休養の状況

若い人はストレスが多い！！

ストレスが非常に多い人は全体で となっており、性別にみると男 、女 で男性の15.8% 16.5% 15.3%
ほうがストレスを感じている人がやや多い。とくに 代の男性は３人に 人がストレスが非常に多30 1
いと感じており、女性でも 代、 代の若い世代でストレスを感じる人が多くなっている。20 30

代、 代は休養が不足がち！30 40

休養が不足している人の割合は、男 、女 で男性のほうが休養不足を訴える割合がやや高6.8% 5.7%
くなっている。休養不足の割合は 代の がもっとも高く、男女とも 代、 代で高い。休養30 15% 30 40
が不足がちと答えた人は約 で男女差がなかった。20%

休養が不足している人は、ストレスが非常に多いと感じている！！

休養がとれている人と、とれていない人（休養不足、不足がち）の人のストレスの状況をみると、
男女とも休養のとれていない人が３倍ほど高くなっており、休養不足がストレスに強く関係している
ことをうかがわせる。また、体型との関連では男性では差がながったが、女性ではやせている人が低
くなっている。
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図56　ストレスが非常に多い人の割合図56　ストレスが非常に多い人の割合図56　ストレスが非常に多い人の割合図56　ストレスが非常に多い人の割合
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図57　休養不足の人の割合図57　休養不足の人の割合図57　休養不足の人の割合図57　休養不足の人の割合

図58  休養とストレス図58  休養とストレス図58  休養とストレス図58  休養とストレス
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ストレスの内容は世代や男女間で異なる

ストレスの内容は、男性では仕事上のこと、女性では人間関係、収入・家計をあげるものが多く、
世代や男女間で悩み方や役割の違いが浮かび上がってくる 。
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男 女図60　ストレスを感じている人の割合図60　ストレスを感じている人の割合図60　ストレスを感じている人の割合図60　ストレスを感じている人の割合
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図61-1　年齢別にみたストレス（仕事上のこと）図61-1　年齢別にみたストレス（仕事上のこと）図61-1　年齢別にみたストレス（仕事上のこと）図61-1　年齢別にみたストレス（仕事上のこと）
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図61-2　年齢別にみたストレス（人間関係）図61-2　年齢別にみたストレス（人間関係）図61-2　年齢別にみたストレス（人間関係）図61-2　年齢別にみたストレス（人間関係）
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図61-3　年齢別にみたストレス（収入・家計・借金）図61-3　年齢別にみたストレス（収入・家計・借金）図61-3　年齢別にみたストレス（収入・家計・借金）図61-3　年齢別にみたストレス（収入・家計・借金）
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１６．糖尿病の状況１６．糖尿病の状況１６．糖尿病の状況１６．糖尿病の状況
（１）糖尿病検査の受診状況と糖尿病の人の割合

46.7% 46.4%糖尿病検査を受診した人は男性 、女性

糖尿病検査は 代以上の半数以上が受けており、高齢になるほど受診率が高くなっている。検査40
は男性は職場健診、女性は住民健診が多く、病院・診療所で受けている人も多い。

糖尿病の有病者は男性 、女性 で男性が多い8.1% 3.7%

糖尿病検査を受診したことのある男性３５４人、女性４０１人のうちで、糖尿病の人の割合は、男
、 、 、 。性 女性 となっており 男性では 代の 女性では 代 の がもっとも高い8.1% 3.7% 60 19.2% 70 11.4%

また、糖尿病の疑いのある人はそれぞれ 、 で女性より男性が高く、 代で急激に増えて10.9% 7.4% 40
いる。
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図62　糖尿病検査の受診状況図62　糖尿病検査の受診状況図62　糖尿病検査の受診状況図62　糖尿病検査の受診状況
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男 女図63　糖尿病検査の受診機会図63　糖尿病検査の受診機会図63　糖尿病検査の受診機会図63　糖尿病検査の受診機会
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図64　糖尿病の割合図64　糖尿病の割合図64　糖尿病の割合図64　糖尿病の割合
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（２）肥満度と糖尿病の割合

肥満度が高くなるとともに糖尿病が増えている！

区分により糖尿病の割合をみると、 の増加にともなって糖尿病が増えている。糖尿病のBMI BMI
発現は、過去に一番太っていたときの肥満度との関連が強いことがわかる。
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図65　現在の肥満度と糖尿病の状況図65　現在の肥満度と糖尿病の状況図65　現在の肥満度と糖尿病の状況図65　現在の肥満度と糖尿病の状況
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図66　過去の肥満度と糖尿病の状況図66　過去の肥満度と糖尿病の状況図66　過去の肥満度と糖尿病の状況図66　過去の肥満度と糖尿病の状況
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（３）糖尿病と家族歴

糖尿病の家族歴がある人に糖尿病が多い

父、母、きょうだいなど血のつながった人に糖尿病の人がいる人の割合を 「糖尿病：糖尿病とい、
われた人 「糖尿病の疑いがある：糖尿病の気がある、糖尿病になりかけている、血糖値が高い、」、
境界型であるなどといわれた人 「異常なし」の３グループで比較すると、家族歴のある人の方が」、
家族歴のない人より、糖尿病、糖尿病の疑いのある人の割合が男女とも２倍以上高くなっている。

父方の祖母が糖尿病の人が でもっとも多い17.2%

糖尿病の家族がいると答えた人の中では、父方の祖母が でもっとも多く、次いで母 、17.2% 14.3%
父 、父方の祖父 の順に多い。14.1% 10.2%

14.7%
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18.7%

9.6%
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5.4%
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図67　糖尿病の状態と家族歴図67　糖尿病の状態と家族歴図67　糖尿病の状態と家族歴図67　糖尿病の状態と家族歴
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図68　糖尿病の血縁がいる人の割合図68　糖尿病の血縁がいる人の割合図68　糖尿病の血縁がいる人の割合図68　糖尿病の血縁がいる人の割合
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（４）糖尿病と食習慣（朝食の欠食）

糖尿病といわれても朝食を欠食している人が見受けられる

朝食の欠食について、糖尿病の状況別にみると、男性では糖尿病の人の欠食は少ないが糖尿病の疑
いの人では異常なしの人より欠食の割合が高くなっている。

糖尿病疑いの人では、朝食欠食者でも食事に気をつけていない！

朝食の欠食状況別に、食事に気をつけている人の割合をみると、男性では毎回欠食しているにもか
かわらず食事に気をつけていない人がみられた。糖尿病の人では男女とも食事に気をつけている人が
多くなっている。
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図69　糖尿病の有無と朝食の欠食状況図69　糖尿病の有無と朝食の欠食状況図69　糖尿病の有無と朝食の欠食状況図69　糖尿病の有無と朝食の欠食状況
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人 図70-1　糖尿病検査異常所見者の朝食欠食状況別生活習慣改善状況（男）図70-1　糖尿病検査異常所見者の朝食欠食状況別生活習慣改善状況（男）図70-1　糖尿病検査異常所見者の朝食欠食状況別生活習慣改善状況（男）図70-1　糖尿病検査異常所見者の朝食欠食状況別生活習慣改善状況（男）
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図70-2　糖尿病検査異常所見者の朝食欠食状況別生活習慣改善状況（女）図70-2　糖尿病検査異常所見者の朝食欠食状況別生活習慣改善状況（女）図70-2　糖尿病検査異常所見者の朝食欠食状況別生活習慣改善状況（女）図70-2　糖尿病検査異常所見者の朝食欠食状況別生活習慣改善状況（女）
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（５）糖尿病と運動習慣

糖尿病の人では運動習慣のある人の割合が高い

運動習慣の有無を、糖尿病の状況別にみると、運動習慣のある人の割合は糖尿病の人がもっとも高
く、糖尿病の疑いの人で低くなっている。糖尿病の人は運動習慣の改善に気をつけていることがうか
がわれるが、女性ではあまり運動の実践がなされていないようである。

糖尿病の人は、運動を心がけて運動習慣を身につけている

運動習慣のある人は、男女とも運動する事を心がけている人がほとんどである。運動習慣のない人
でも運動するようにしていると答えている人がおり、改善の意志はあるようである。
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図71　糖尿病の有無と運動の状況図71　糖尿病の有無と運動の状況図71　糖尿病の有無と運動の状況図71　糖尿病の有無と運動の状況
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人 図72-1　糖尿病検査異常所見者の運動状況別生活習慣改善状況（男）図72-1　糖尿病検査異常所見者の運動状況別生活習慣改善状況（男）図72-1　糖尿病検査異常所見者の運動状況別生活習慣改善状況（男）図72-1　糖尿病検査異常所見者の運動状況別生活習慣改善状況（男）
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人 図72-2　糖尿病検査異常所見者の運動状況別生活習慣改善状況（女）図72-2　糖尿病検査異常所見者の運動状況別生活習慣改善状況（女）図72-2　糖尿病検査異常所見者の運動状況別生活習慣改善状況（女）図72-2　糖尿病検査異常所見者の運動状況別生活習慣改善状況（女）
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（６）糖尿病と飲酒

糖尿病疑いの人では、飲酒習慣のある人の割合が高いが、
糖尿病になると、飲酒頻度が低くなる傾向がみられる

34.1糖尿病の状況別に飲酒習慣をみると、男性では糖尿病疑いの人で毎日飲酒している人の割合が
％でもっとも高くなっており、糖尿病の人では現在は飲んでいないと答えた人が ％と多いため27.6
毎日飲酒している人の割合は異常なしの人より低くなっている。女性では異常なしの人の飲酒頻度が
糖尿病や糖尿病の疑いの人より高かった。
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ほとんど毎日 週4-5日 週2-3日 月1-2日 つきあい程度 現在は飲まない 以前から飲まない

図73-1　糖尿病の有無と飲酒の状況（男）図73-1　糖尿病の有無と飲酒の状況（男）図73-1　糖尿病の有無と飲酒の状況（男）図73-1　糖尿病の有無と飲酒の状況（男）
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ほとんど毎日 週4-5日 週2-3日 月1-2日 つきあい程度 現在は飲まない 以前から飲まない

図73-2　糖尿病の有無と飲酒の状況（女）図73-2　糖尿病の有無と飲酒の状況（女）図73-2　糖尿病の有無と飲酒の状況（女）図73-2　糖尿病の有無と飲酒の状況（女）
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（７）糖尿病と喫煙

男性では、糖尿病の人は喫煙をやめた人の割合が高いため、
喫煙率が低いが、女性では糖尿病の人の喫煙率がもっとも高い

糖尿病の状況別に喫煙習慣をみると、男性では糖尿病の疑いの人で現在喫煙している人の割合が
％ともっとも高くなっていた。糖尿病の人の喫煙率は ％と異常なしの人より低くなってい46.3 20.7

るが、 ％の人がやめたと答えていることから、過去の喫煙率が高かったことをうかがわせる。女58.6
性では糖尿病の人の喫煙率が ％でもっとも高く、やめた人の割合も ％でもっとも高い。20.0 6.7
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異常なし 糖尿病の疑い 糖尿病

吸う 吸っていた 吸わない

図74-1　糖尿病の有無と喫煙の状況（男）図74-1　糖尿病の有無と喫煙の状況（男）図74-1　糖尿病の有無と喫煙の状況（男）図74-1　糖尿病の有無と喫煙の状況（男）
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図74-2　糖尿病の有無と喫煙の状況（女）図74-2　糖尿病の有無と喫煙の状況（女）図74-2　糖尿病の有無と喫煙の状況（女）図74-2　糖尿病の有無と喫煙の状況（女）
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（８）糖尿病とストレス、休養

ストレスの非常に多い人の割合は、男性では糖尿病の疑いの人、
女性では糖尿病の人が高くなっている

糖尿病の状況別にストレスが非常に多いと答えた人の割合をみると、男性では糖尿病の疑いの人、
女性では糖尿病の人が高く、男女間で異なった傾向を示している。

糖尿病の人は、異常なしの人に比べると休養不足の割合は低くなっている

休養の状況をみると、男性では異常なし、糖尿病の疑い、糖尿病の順に休養不足や休養の不足して
いる人の割合が少なくなっており、糖尿病の人では休養をとるように心がけていることをうかがわせ
る。女性では休養不足の人の割合は、異常なしの人と同程度であり、糖尿病になっても休養がとれて
いないようである。
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休養は不足している

男 女

図76　糖尿病の有無と休養の状況図76　糖尿病の有無と休養の状況図76　糖尿病の有無と休養の状況図76　糖尿病の有無と休養の状況
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図75　糖尿病の有無とストレスの状況図75　糖尿病の有無とストレスの状況図75　糖尿病の有無とストレスの状況図75　糖尿病の有無とストレスの状況
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（９）糖尿病の保健指導

検査の結果、糖尿病といわれた人の約 ％が医療機関受診を勧められている50

糖尿病の疑いの人への保健指導は、とくになしと答えた人が男女とも ％程度みられ、男性では30
パンフレット、女性では医療機関への受診を勧められた人が多い。糖尿病の人に対しては、医療機関
への受診勧奨がもっとも多くなっているが、 ％に満たない状況である。また、パンフレットや糖60
尿病教室も ％程度であり、検査後のフォローが不十分で保健指導を強化する必要がある。25

保健指導を受けた人は、食事や運動の改善している割合が高い

保健指導の種類別に、食事や運動の改善状況を見ると、男女ともとくになしと答えた人に比べて、
、 。 、保健指導を受けた人の改善率が高くなっており 保健指導の効果が認められる 生活習慣の改善度は

食事についても運動についても男性が女性より低い。
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図77　糖尿病検査異常所見者への保健指導の実施状況図77　糖尿病検査異常所見者への保健指導の実施状況図77　糖尿病検査異常所見者への保健指導の実施状況図77　糖尿病検査異常所見者への保健指導の実施状況
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図78　保健指導の内容別にみた生活習慣改善状況図78　保健指導の内容別にみた生活習慣改善状況図78　保健指導の内容別にみた生活習慣改善状況図78　保健指導の内容別にみた生活習慣改善状況
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（10）糖尿病の受診状況

糖尿病異常所見者の医療機関受診率は男性 ％、女性 ％78.6 64.0

糖尿病検査で異常と認められた人の医療機関受診率は、男性では 代と 代、女性では 代以30 40 60
下で低くなっており、男性全体では ％、女性全体では ％と女性が低くなっている。78.6 64.0

医療機関受診後、定期的に受診していない人は男性に多い

医療機関に受診した人のその後の受診状況をみると、男性では 代で受診していない人や不定40-60
期に受診している人がみられた。女性では定期的に受診を続けている人が多い。
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図79　糖尿病検査異常所見者の医療機関受診率図79　糖尿病検査異常所見者の医療機関受診率図79　糖尿病検査異常所見者の医療機関受診率図79　糖尿病検査異常所見者の医療機関受診率
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図80　医療機関受診者の現在の受診状況図80　医療機関受診者の現在の受診状況図80　医療機関受診者の現在の受診状況図80　医療機関受診者の現在の受診状況
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（11）糖尿病の治療状況

医療機関受診後、糖尿病治療を受けた人は男性 ％、女性 ％58.6 62.0

医療機関受診後に糖尿病の治療を受けた人は、 代以降の女性で多くなっており、 代では男女50 80
とも全員が治療を受けている。しかし、男性では 代以下と 代、女性では 代以下で治療を受50 70 40
けた人の割合が低くなっている。

～ 代の男性では、糖尿病治療を継続している人の割合が低い40 60

糖尿病治療を受けたことのある人のその後の治療状況をみると、 代、 代の男性で治療を中断40 60
している人やほとんど治療をしていないと答えた人の割合が高くなっている。
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図81　医療機関受診者の糖尿病治療受療率図81　医療機関受診者の糖尿病治療受療率図81　医療機関受診者の糖尿病治療受療率図81　医療機関受診者の糖尿病治療受療率
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図82　糖尿病治療受療者の現在の治療状況図82　糖尿病治療受療者の現在の治療状況図82　糖尿病治療受療者の現在の治療状況図82　糖尿病治療受療者の現在の治療状況
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（12）糖尿病の治療内容

食事療法を受けた人が ％でもっとも多く、運動療法は約 ％80 50

87.8糖尿病治療を受けたことのある人の治療の内容は、男女とも食事療法がもっとも多く、男性
％、女性 ％であった。運動療法は男性 ％、女性 ％となっており、インスリン注射は男74.2 51.2 41.9
性が ％であったが、女性ではいなかった。14.6
また、教育入院や眼底検査を受けたことのある人の割合は、男性が女性より高くなっており、全体

ではそれぞれ ％、 ％である。27.8 77.8
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図83　糖尿病治療を受けたことのある人の治療内容図83　糖尿病治療を受けたことのある人の治療内容図83　糖尿病治療を受けたことのある人の治療内容図83　糖尿病治療を受けたことのある人の治療内容

表３　糖尿病治療を受療したことのある人の治療状況と治療内容表３　糖尿病治療を受療したことのある人の治療状況と治療内容表３　糖尿病治療を受療したことのある人の治療状況と治療内容表３　糖尿病治療を受療したことのある人の治療状況と治療内容
（各欄の数値は、上段：実数、下段：割合）

糖尿病治療状況 食事療法 運動療法 飲みぐすり ｲﾝｽﾘﾝ注射 その他 教育入院 眼底検査 治療受療者
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（13）糖尿病の合併症

糖尿病の ％以上の人が神経障害、網膜症を合併している！10

糖尿病といわれたことのある人の ％以上が神経障害、網膜症を合併しており、男性では腎症の10
合併も ％みられた。足壊疸の合併は男性では ％であるが、女性ではいなかった。10 2.9
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図84　糖尿病といわれたことのある人の糖尿病合併症の状況図84　糖尿病といわれたことのある人の糖尿病合併症の状況図84　糖尿病といわれたことのある人の糖尿病合併症の状況図84　糖尿病といわれたことのある人の糖尿病合併症の状況

表４　糖尿病の治療状況と糖尿病合併症表４　糖尿病の治療状況と糖尿病合併症表４　糖尿病の治療状況と糖尿病合併症表４　糖尿病の治療状況と糖尿病合併症

（各欄の数値は、上段：実数、下段：割合）
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１７．生活習慣病の罹病状況１７．生活習慣病の罹病状況１７．生活習慣病の罹病状況１７．生活習慣病の罹病状況
（１）高血圧症

高血圧症は加齢とともに増えており、男性の 代で治療放置が多い。40-50

高血圧症は加齢とともに増えており、女性では 代以降で治療中の人が多くなっている。男性で50
、 。は 代で異常ありの人が多く わからないと答えた人も多いことから治療放置が多いと思われる40-50

男女ともやせの人は高血圧症が少なく、肥満度が上がるほど増えている！

。 、 。高血圧症は男女とも肥満との関連が強くなっている また 女性では糖尿病との関連も認められる
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図85　年齢別にみた高血圧症の罹病状況図85　年齢別にみた高血圧症の罹病状況図85　年齢別にみた高血圧症の罹病状況図85　年齢別にみた高血圧症の罹病状況
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図86-1　肥満と高血圧症の罹病状況図86-1　肥満と高血圧症の罹病状況図86-1　肥満と高血圧症の罹病状況図86-1　肥満と高血圧症の罹病状況
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図86-2　糖尿病と高血圧症の罹病状況図86-2　糖尿病と高血圧症の罹病状況図86-2　糖尿病と高血圧症の罹病状況図86-2　糖尿病と高血圧症の罹病状況
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（２）脳卒中（脳出血・脳梗塞）

脳卒中の治療中の人は 歳以上で急増しており、女性より男性が多い。70

脳卒中は、男女とも 歳以上の高齢者で治療中の人が急増しており、とくに 歳以上の男性では70 80
％を超えている。なお、男性では 代、女性では 代から治療中の人がみられる。10 40 50

男性ではやせと肥満で脳卒中が多く、糖尿病の人では男女とも多い。

肥満度別にみると、男性ではやせ、肥満の人で治療中の人の割合が高くなっていた。糖尿病の状況
別にみると男女とも糖尿病の人で治療中の割合がもっとも高くなっている。
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図87　年齢別にみた脳卒中（脳出血・脳梗塞）の罹病状況図87　年齢別にみた脳卒中（脳出血・脳梗塞）の罹病状況図87　年齢別にみた脳卒中（脳出血・脳梗塞）の罹病状況図87　年齢別にみた脳卒中（脳出血・脳梗塞）の罹病状況
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図88-1　肥満と脳卒中（脳出血・脳梗塞）の罹病状況図88-1　肥満と脳卒中（脳出血・脳梗塞）の罹病状況図88-1　肥満と脳卒中（脳出血・脳梗塞）の罹病状況図88-1　肥満と脳卒中（脳出血・脳梗塞）の罹病状況
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図88-2　糖尿病と脳卒中（脳出血・脳梗塞）の罹病状況図88-2　糖尿病と脳卒中（脳出血・脳梗塞）の罹病状況図88-2　糖尿病と脳卒中（脳出血・脳梗塞）の罹病状況図88-2　糖尿病と脳卒中（脳出血・脳梗塞）の罹病状況
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（３）心臓病（狭心症・心筋梗塞）

心臓病の人は 歳以上で増えており、 代での異常ありは男性に多い。60 20-40

心臓病で治療中の人の割合は、 代では女性が高いが、 代以降では男性が高くなっており、男50 60
性では 歳以上、女性では 代でもっとも高い。 代では男性に異常ありが多い。80 70 20-40

心臓病の治療中の人は男女とも肥満と糖尿病の人がもっとも多い。

心臓病の人の割合は、男女とも肥満と糖尿病の人で多くなる傾向が認められるが、男性では、やせ
の人も治療中の人が多くなっていた。
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図89　年齢別にみた心臓病（狭心症・心筋梗塞）の罹病状況図89　年齢別にみた心臓病（狭心症・心筋梗塞）の罹病状況図89　年齢別にみた心臓病（狭心症・心筋梗塞）の罹病状況図89　年齢別にみた心臓病（狭心症・心筋梗塞）の罹病状況
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図90-1　肥満と心臓病（狭心症・心筋梗塞）の罹病状況図90-1　肥満と心臓病（狭心症・心筋梗塞）の罹病状況図90-1　肥満と心臓病（狭心症・心筋梗塞）の罹病状況図90-1　肥満と心臓病（狭心症・心筋梗塞）の罹病状況
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図90-2　糖尿病と心臓病（狭心症・心筋梗塞）の罹病状況図90-2　糖尿病と心臓病（狭心症・心筋梗塞）の罹病状況図90-2　糖尿病と心臓病（狭心症・心筋梗塞）の罹病状況図90-2　糖尿病と心臓病（狭心症・心筋梗塞）の罹病状況
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（４）高コレステロール血症

高コレステロール血症の人は 歳以上の女性に多く、異常ありの割合が高い。50

50 50高コレステロール血症治療中の人の割合は男性では 代をピークに減少しているが、女性では
代で急増し、その後もほぼ同じ割合を保っている。

高コレステロール血症の人はやせの人では少なく、肥満の人に多い！

高コレステロール血症の人の割合は、男女とも肥満とともに高くなる傾向が認められた。糖尿病と
の関連では、男性では糖尿病の疑いの人、女性では糖尿病の人で治療中の割合がもっとも高い。
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図91　年齢別にみた高コレステロール血症の罹病状況図91　年齢別にみた高コレステロール血症の罹病状況図91　年齢別にみた高コレステロール血症の罹病状況図91　年齢別にみた高コレステロール血症の罹病状況
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図92-1　肥満と高コレステロール血症の罹病状況図92-1　肥満と高コレステロール血症の罹病状況図92-1　肥満と高コレステロール血症の罹病状況図92-1　肥満と高コレステロール血症の罹病状況
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図92-2　糖尿病と高コレステロール血症の罹病状況図92-2　糖尿病と高コレステロール血症の罹病状況図92-2　糖尿病と高コレステロール血症の罹病状況図92-2　糖尿病と高コレステロール血症の罹病状況
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（５）肝機能障害

肝機能障害は男性の 代で異常ありの人、 代で治療中の人が多い30-50 60-70

肝機能障害は男性に多く、 代の働き盛りで異常ありの人が多い。とくに 代と 代では肝30-50 40 50
機能障害の割合が高くなっているにもかかわらず、治療中の人が少ない。

やせの人では肝機能障害がみられないが、肥満度が上がるほど増えている

肝機能障害は、肥満の人や糖尿病の人で多くなる傾向が認められる。
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図93　年齢別にみた肝機能障害の罹病状況図93　年齢別にみた肝機能障害の罹病状況図93　年齢別にみた肝機能障害の罹病状況図93　年齢別にみた肝機能障害の罹病状況
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図94-1　肥満と肝機能障害の罹病状況図94-1　肥満と肝機能障害の罹病状況図94-1　肥満と肝機能障害の罹病状況図94-1　肥満と肝機能障害の罹病状況
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図94-2　糖尿病と肝機能障害の罹病状況図94-2　糖尿病と肝機能障害の罹病状況図94-2　糖尿病と肝機能障害の罹病状況図94-2　糖尿病と肝機能障害の罹病状況
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（６）痛風

痛風は男性が多く、治療中は 代、異常ありは 歳以上で多い50-60 70

痛風は、女性に比べて男性でかなり多くなっており、とくに 代と 代では治療中の人の割合が50 60
高くなっている。

やせの人と糖尿病の人には、痛風の治療中、異常ありの人がいなかった

痛風は、肥満と糖尿病疑いの男性で治療中の人や異常ありの人の割合が高くなっており、やせの人
や糖尿病の人では男女とも痛風の人はみられなかった。
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図95　年齢別にみた痛風（高尿酸血症）の罹病状況図95　年齢別にみた痛風（高尿酸血症）の罹病状況図95　年齢別にみた痛風（高尿酸血症）の罹病状況図95　年齢別にみた痛風（高尿酸血症）の罹病状況
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図96-1　肥満と痛風（高尿酸血症）の罹病状況図96-1　肥満と痛風（高尿酸血症）の罹病状況図96-1　肥満と痛風（高尿酸血症）の罹病状況図96-1　肥満と痛風（高尿酸血症）の罹病状況
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図96-2　糖尿病と痛風（高尿酸血症）の罹病状況図96-2　糖尿病と痛風（高尿酸血症）の罹病状況図96-2　糖尿病と痛風（高尿酸血症）の罹病状況図96-2　糖尿病と痛風（高尿酸血症）の罹病状況
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（７）胃腸疾患

胃腸疾患の治療中の人は男性では 歳以上、女性では 歳以上に多い70 80

70 30 60 40胃腸疾患は男女とも 歳以上の高齢者で多くなっているが、男性では 代と 代、女性では
代と 代でやや多くなっている。50

胃腸疾患と肥満、糖尿病との関連は男女間で異なった傾向を示している。

胃腸疾患で治療中の人は、男性ではやせの人と糖尿病の疑いの人で多くなっているが、女性では普
通体型の人と糖尿病の疑いの人で多い。異常ありの人は男女とも肥満の人で多くなっていた。
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図97　年齢別にみた胃腸疾患の罹病状況図97　年齢別にみた胃腸疾患の罹病状況図97　年齢別にみた胃腸疾患の罹病状況図97　年齢別にみた胃腸疾患の罹病状況
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図98-1　肥満と胃腸疾患の罹病状況図98-1　肥満と胃腸疾患の罹病状況図98-1　肥満と胃腸疾患の罹病状況図98-1　肥満と胃腸疾患の罹病状況

9.8%

2.9%3.4%2.2% 2.7%

6.7%
3.6% 2.7%

0%

2%

4%

6%

8%

10%

異常なし 糖尿病の疑い 糖尿病 異常なし 糖尿病の疑い 糖尿病

異常あり

治療中

男 女

図98-1　糖尿病と胃腸疾患の罹病状況図98-1　糖尿病と胃腸疾患の罹病状況図98-1　糖尿病と胃腸疾患の罹病状況図98-1　糖尿病と胃腸疾患の罹病状況
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（８）貧血

貧血の治療中の人は、男性では 歳以上、女性は 代と 代で多い80 10 40-60

貧血は、男性より女性が多くなっているが、治療中の人の割合は 歳以上の男性がもっとも多く80
なっている。女性では 代が治療中、異常ありともかなり割合が高くなっている。40

貧血は女性に多く、やせの人に異常あり、治療中の人が多い

貧血は、肥満度別にみると男女ともやせている人ほど多くなる傾向がみられた。また、糖尿病の女
性では治療中の人の割合がかなり高くなっている。
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図99　年齢別にみた貧血の罹病状況図99　年齢別にみた貧血の罹病状況図99　年齢別にみた貧血の罹病状況図99　年齢別にみた貧血の罹病状況
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図100-1　肥満と貧血の罹病状況図100-1　肥満と貧血の罹病状況図100-1　肥満と貧血の罹病状況図100-1　肥満と貧血の罹病状況
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図100-2　糖尿病と貧血の罹病状況図100-2　糖尿病と貧血の罹病状況図100-2　糖尿病と貧血の罹病状況図100-2　糖尿病と貧血の罹病状況
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１８．健康に関する要望等１８．健康に関する要望等１８．健康に関する要望等１８．健康に関する要望等

（１）生活についての満足度

若い世代で自分の生活に満足していない人の割合が多くなっている！

自分の生活に満足している人は ％で、どちらかというと満足と答えた人を含めると全体の約21.8
７割がほぼ満足しており、高齢者ほど満足度が高くなっている。しかし、４人に１人は自分の生活に

、 。不満をもっており 男女とも 代までの若い世代で不満であると答えた人の割合が高くなっている40

図101　生活についての満足度図101　生活についての満足度図101　生活についての満足度図101　生活についての満足度
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図102　生活についての満足度（性、年齢階級別）図102　生活についての満足度（性、年齢階級別）図102　生活についての満足度（性、年齢階級別）図102　生活についての満足度（性、年齢階級別）
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（２）健康的な生活を送る上で必要なこと

知識や情報、定期的な健康診査、ストレスの解消が必要と答えた人が多い

健康的な生活を送る上で必要と思っていることについては、健康についての知識・情報をあげる人
が ％でもっとも多く、ついで定期的に健康診査を受ける（ ％ 、ストレスの解消（ ％）46.7 44.0 43.4）
の順であった。また ％が自分のライフスタイルの改善と答えており、４人に１人はライフスタ25.7
イルの改善を望んでいる。年齢別にみると、女性では 代～ 代、男性では 代が ％を超えて10 40 30 30
おり、若い世代でライフスタイル改善の必要性を感じているようである。
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図103　健康的な生活を送る上で必要と答えた人の割合図103　健康的な生活を送る上で必要と答えた人の割合図103　健康的な生活を送る上で必要と答えた人の割合図103　健康的な生活を送る上で必要と答えた人の割合
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図104　自分のライフスタイルの改善が必要と答えた人の割合図104　自分のライフスタイルの改善が必要と答えた人の割合図104　自分のライフスタイルの改善が必要と答えた人の割合図104　自分のライフスタイルの改善が必要と答えた人の割合
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（３）施設やサービスの認知度と利用状況

健康づくりのための施設やサービスを利用している人は少ない！

健康づくりのために県や市町村で提供している施設やサービスを知っていると答えた人は、健康増
進センターが ％でもっとも多く、次いで公立学校の体育施設の開放、保健所の健康相談や栄養54.9
相談、市町村主催の講演会の順となっているがいずれも ％未満であり、知らない人が過半数を占40
めている。また、これらのサービスを利用したり、今後利用したいと答えた人も ％以下となって20
いることから、県民が利用しやすい施設やサービスの提供方法について、検討する必要がある。
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図105　施設やサービスの認知度と利用状況図105　施設やサービスの認知度と利用状況図105　施設やサービスの認知度と利用状況図105　施設やサービスの認知度と利用状況
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